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この フェ ー ズ 1 報告 書 の 概要 に は 、 次 の 章 が 含ま れ て いま す : 
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グレ ン フ ェ ル タワ ー に 関す る 調査 : フェ ー ズ 1 報告 書 の 概要 


第 2 章 


エグ ゼクティ ブサ マリ ー 


概要 


2.1 


2:2 


グレ ン フ ェ ル タワ ーー 調査 に 関す る この 最初 の 報告 書 は 、6 つ の 部 分 に 分 か れ て いま す 。 
パー ト | に は 、2017 年 6 月 14 日 の 早朝 【 こ 発 生 し た 出来 事 の 概要 が 含 まれ て いま す 。 
グレ ン フ ェ ル タワ ー そ の も の と ロン ドン 消防 隊 (LFB) の 組織 に 関す る 説明 が 含ま れ て お 
り 、 パ ー ト 1 の 状況 を 説明 し ます 。 パー ト I! に は 、 火 災 の 詳細 な 説明 と 火災 に 対処 する 
た め の 手 順 が 含ま れ て いま す 。 パー ト 員 、 出 火 場所 な ら び に 火災 の 拡大 に 関す る 結論 
と 、LFB お よび その イン シ デ ン ト に 臨ん だ 他 の 緊急 サー ビス の 対応 に 関す る 2 分 析 が 含ま 
れ て いま す 。 お 亡くな り に な っ た 方 々 を 追悼 する 公聴 会 は 、 調 査 の 手続 き の 重 要 な 部 分 

と な り ま し た 。 家 族 や 友人 か ら 愛 する 人 へ 捧げ られ た 敬意 の 要約 は 、 パ ー ト IVv に 記載 
ミ され て いま す 。 パー ト V に は 、 報 告 書 の 前 半 に 記載 され た 調査 結果 か ら 生 じ る 推奨 事 
項 が 含ま れ て お り 、 パー ト v!I で は 、 フ ェ ー ズ 2 に て 集中 すべ き 特 定 の 重要 事項 を 特定 
する た め に 先読み し ます 。 


直接 証拠 を 提供 する た め に 呼び 出さ れ た 方 々 、 お よび 書面 で 声明 を 提供 いた だ いた も 
の の お 会 いす る こと は な か っ た 方 々 と いっ た 、 証 拠 を 提供 いた だ いた すべ て の 方 々 に 感 
許 申 し 上 げ ま す 。 証 拠 を 提供 し て いた だ いた 方 々 の 多く に と っ て 、 そ れ は 難し く 感 情 が 揺 
さぶ られ る 経験 で あっ た こと は 大 い に 認 識 し て お り ま す 。 


パー ト ! : 背 景 事 項 


2.3 


2.4 


2.5 


2.6 


報告 書 の 第 1 章 に は 、 調査 の 概要 が 記載 され て いま す 。 そ の 中 で 、 二 段 階 で 調査 を 行 
うこ と に に し た 理由 、 そ し て 第 一 段階 の 公聴 会 が 災害 で 命 を 失っ た 方 々 の 追悼 か ら 始 ま 
り 、 A し ます 。 警視 庁 (MpPs) お よび イン ナー ロン ドン ( 西 
部 ) 担当 検視 官 、Fiona Wilcox 教 授 に よる 調査 と 当 調 査 が 並行 し て 行わ れ て いる と いう 
事実 に ご 注目 くだ さい 


第 3 章 で は 、1974 年 に 完成 し た グレ ン フ ェ ル タワ ーー 自体 と 、 そ の 後 建物 と その 周辺 に お 

ナ る 変化 に つい て 説明 し ます 。 2016 年 に 完了 し た タワ ー の 最新 の 改修 工事 に よっ て 、 そ 
の 変化 は 頂点 に 達し まし た 。 タ ワー 内 の 賃貸 物件 と 借地 権 の 組み 合わ せ 、 そ こ に 在住 
する コミ ュ ニ ティ 、 お よび 建物 の 所 有 者 と し て の Royal Borough of Kensington and Chelsea 
(RBKC) と マネ ー ジ ャ ー と し て の RBKC テ ナン トト 管理 組織 (TMo) の 異な る 機能 に つい て 説 
明 し て いま す 。 


第 4 章 で は 、 グ レン フェ ル タ ワ ー な どの 高層 住宅 の 火災 安全 を 支え る 原則 に つい て 説明 
し て いま す 。 グ レン フェ エル タワ ー で は 、 個 々 の フラ ッ ト 内 で 発生 し た 火災 に 対応 する た め 
の 「 ス テイ プッ ト (その まま 動か ず に いる )」 戦 略 の 採用 に 奉り まし た 。 


NR の 最初 の 建設 と その 後 の 改修 に 関連 する 一 次 お よび 二 次 立 法 の 概 
要 は 、 立 法要 件 を 遵守 する 方 法 に 関す る 関連 ガイ ダン ス の 特定 の 側面 を 参照 する と と 
も に 、 5 章 に 記載 され て いま す 。 
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2.7 


2.8 


2.9 


第 6 章 で は 、 改 修 の 概要 を 説明 し ます 。 こ れ に は 、 新 し い ク ラッ ディ ング シス テム の 説 
明 、 窓 と その 周辺 に 関連 する 変更 、 建 築 ク ラウ ン の 追加 、 お よび 火災 時 に お ける 安全 性 
を 促進 する こと を 目的 と し た 建物 の 他 の 機能 が 含ま れ て いま す 。 


法定 責任 、 そ の 運用 を 管理 する 原則 (特に 高層 ビル で の 消火 活動 に 関連 する ) お よび 自 
由 に 使用 で きる 機器 を 含む LFB の 構造 と 組織 に つい て は 、 第 7 章 で 説明 し ます 。 こ の 童 
に は 、 制 御室 と その 操作 方 法 の 説明 も 含ま れ て いま す 。 こ の 章 の 最後 に は 、 以 降 の 章 で 
参照 され る LFB で 使用 され る いく つか の 機器 の 説明 が あり ます 。 


第 8 章 で は 、 グ レン フェ ル タ ワ ー 火 災 の 背景 の 重要 な 側面 を 表す ラ カ ナ ル ハ ウス 火災 を 
参照 し て いま す 。 2009 年 7 月 3 日 、 サ ザー ク の 14 階 建て の 建物 で ある ラ カ ナ ル ハ ウス の 
9 階 で 火災 が 発生 し まし た 。 火 災 は 他 の フロ ア に 急速 に 広がり 、 煙 が 建物 の 大 部 分 に 及 
びました 。 死 者 【 よ 6 名 を 数 えま し た 。 検 視 官 は 、 火 災後 の 変更 事項 に つい て 多く の 勧告 
を 行い まし た が 、 そ の 一 部 は LFB に 向け られ て いま し た 。LFB は 、 一 般 的 な 999 コ ー ル 処 
理 、 特 に 潜在 的 に 人 命 ys を 救う 火災 生存 ガイ タダ ンス (FsG コ ー ル ) を 必要 と する コー ル に 関 
連 す る 慣行 と ポリ シー の 詳細 な 内 部 レビ ュー を 実施 し まし た 。 こ の レビ ュー で は 、 消 防 
隊 が FsG の 発 呼 者 に 迅速 に 連絡 する こと を 制御 室 が 想定 すべ きか どう か 、 そ し て 一 般 的 
に 逃げ よう と する リス ク と 、 劉 まる リス ク と の バラ ンス が 正しく 取れ て いた か どう か に つ 
いて 質問 を 投げ か け ま し た 。 ポ リ シ ー の 変更 に も か か わら ず 、 グ レン フェ ル タ ワ ー か ら の 
発信 者 に 応答 する と き 、 制御 室 の 対応 は 同様 に 不 十 分 な も の で し た 。 


パー ト Il : 2017 年 6 月 14 日 の 出来 事 


2.10 


2.11 


報告 書 の パー ト i を 構成 する 第 9g 章 か ら 第 20o 章 に は 、 制 御室 に て グレ ン フ ェ ル タワ ー で 
の 火災 に 関す る 最初 の 電話 を 受け る 直前 の 0 時 54 分 と 、 最 後 の 生 存 者 が タワ ー を 脱出 
し た 8 時 10 分 の 間 の 11 の 個別 の 時 間 帯 別に まとめ られ た 出来 事 の 詳細 が 記さ れ て い 
ます 。 こ の 説明 は 、 生存 者 と 消防 士 か ら の 証拠 、 999 コ ー ル の 記録 な どの 資料 、 お よび 
調査 を 支援 する た め に 呼び 出さ れ た 氏 定 人 の 証拠 | こ 基 づい て いま す 。 各 時 間 淀 | は 、 火 
災 の 挙動 、 事 件 現場 と 制御 室 で の 出来 事 、 タ ワー 自体 の 状態 、 居 住 者 の 動き 、MPS、 口 
ンド ン 救 急 車 (LAS) 、 RBKC お よび TMO の 行動 を 対象 と し て いま す 。 パ ー ト 1 の 付録 A に 
は 、0 時 54 分 の 時 点 で タワ ー に いた 人 々 の リス ト と 、 彼 ら が 建物 を 出 た 時 刻 が 含ま れ て 
いま す 。 


次 の 主要 な 出来 事 は 、 ナ ラテ ィ ブ の 重要 部 分 と な り ま す 。 
0 時 54 分 Behailu Kebede は 999 に 電話 し 、 グ レン フェ ル タ ワ ー4 階 フラ ッ ト 16 に て 火災 を 報 


潮 - 
0 時 59 分 最初 の 消防 士 が タワ ー に 到着 。 


1 時 09 分 火災 は フラ ッ ト 16 から 外壁 に 向かっ て 発生 し 、 東 の 正面 か ら 急速 に 上 昇 し 始 
め る 。 


1 時 14 分 消防 士 が 初め て フラ ッ ト 16 の キッ チン に 入室 。 


1 時 21 分 タワ ー 内 の 居住 者 か ら 制 御室 へ の 最初 の 999 コ ー ル (Naomi Li、22 階 フラ ッ ト 
195) 。 


1 時 25 分 ロビ ー か ら フ ラッ ト に 煙 が 入っ て くる こと を 報告 する 最初 の 999 コ ー ル (Denis 
Murphy、14 階 フラ ッ ト 111) 。 


第 2 章 : エグ ゼクティ ブサ マリ ー 


1 時 26 分 MPs が 重大 イン シン デント を 宣言 。 
1 時 27 分 火 は 屋根 に 届き 、 水 平方 向 に 広がり 始め る 。 


1 時 29 分 LFIB イ ン シ デ ント 指揮 官 で ある WM Michael Dowden が 、 ポ ンプ を 20 台 (1 時 13 分 
か ら 1 時 28 分 の 間 に 4 台 か ら 6 台 、8g 馬 、10 台 、 そ し て 15 台 まで ) 使用 。 


1 時 30 分 火 が フラ ッ ト 内 に まで 侵入 し た こと を 報告 する 最初 の 999 コ ー ル (Mariem 
Elgwahry、22 階 フラ ッ ト 196) 。 


1 時 31 分 WM _Dowden は ポン プ を 25 台 に 増やす 。 こ の 時 点 ま で に 、297 人 の 居住 者 の う 
ち 110 人 が 脱出 済み 。 火 は タワ ー の 北方 向 に 広がり 始め る 。 


1 時 42 分 LAs が 重大 イン シ デ ン ト を 宣言 。 
1 時 45 分 最初 の NPAs (警察 ヘリコプター が 現場 に 到着 。 


1 時 50 分 WM _Dowden は 、 事 件 の 指揮 を sM_ Andrew Walton に 引き 渡す 。 こ の 時 点 ま で 
に 、297 名 の 居住 者 の うち 168 名 が 脱出 済み 。 


1 時 58g 分 SM Andrew Walton は 、 事 件 の 指揮 を DAC Andrew O'Loughlin に 引き 渡す 。 


2 時 00 分 炎 は タワ ー の 北 と 東方 面 を 横切り 、 ク ラウ ン の 周り と 建物 の 表面 を 鋼 め に 横 
切っ て 広がり 始め 、 南 東 と 北西 の 角 の フラ ッ ト に まで 広がる 。 


2 時 04 分 GM Richard Welch は 、DAC O'Loughlin が すでに 指揮 を 引き 受け て いる こと を 知 
ら ず 、 自 身 が 事件 の 指揮 官 で ある こと を 宣言 。 


GM Welch は ポン プ を 40 台 に 増やす 。 
2 時 06 分 GM Welch が 重大 イン シ デ ン ト を 宣言 。 
2 時 11 分 DAC O'Loughlin が 、GM Welch か ら 引 き 継 ぐ 。 
2 時 15 分 SOM Joanne Smith が 制御 室 に 到着 。 
2 時 17 分 Bridgehead が 2 階 か ら 3 階 に 移動 。 
2 時 20 分 炎 が 南方 面 に 広がり 始め る 。 
2 時 26 分 LAs が 重大 イン シ デ ン ト を 宣言 。 


2 時 35 分 制御 室 は 「 ス テイ プッ ト 」 勧 告 を 取り 消し 、999 コー ル を 行っ て いる すべ て の 居 
住 者 に タワ ー か ら 退 去 す る よう に 指示 を 出す 。 


2 時 44 分 AC Andrew Roe が DAC O'Loughlin か ら イ ン シ デ ント の 指揮 を 引き 継ぐ 。 
2 時 47 分 AC Roe は 「 ス テイ プッ ト 」 勧 告 を 取り 消す 。 
2 時 50 分 火 は クラ ウン の 南方 面 を 横切っ て 水平 方 向 に 広がる 。 
総監 の Dany Cotton が グレ ン フ ェ ル タワ ー に 到着 。 
3 時 00 分 火 は 北 か ら 南 へ 、 タ ワー の 西方 面 で 広がり 始め る 。 
3 時 08 分 Bridgehead は 1 階 の ロビ ー に 移動 。 
3 時 20 分 最初 の 戦術 調整 グル ー プ (TCG) ミー ティ ング 。 
3 時 30 分 炎 は 、 タ ワー の 南 と 西方 面 に 広がり 続け る 。 


グレ ン フ ェ ル タワ ー に 関す る 調査 : フェ ー ズ 1 報告 書 の 概要 


4 時 02 分 南 お よび 西方 面 で の 火災 は 、 西 方 面 の 南 隅 の 上 部 で 収束 し 始め る 。 
8 時 07 分 タワ ー に 最後 まで 残っ て いた 生存 者 、Elpidio Bonifacio が 避難 する 。 


パー ト IlI : 結 論 


火災 の 原因 と 発生 場所 、 お よび フラ ッ ト 16 か ら の 脱出 


2.12 。 第 21 章 で は 、 火 災 の 原因 と 発生 場所 を 検討 し 、 そ の 結果 、 フ ラッ ト 16 の キッ チン の 大 型 
冷蔵 冷凍 庫 の 電気 的 故障 に よっ て 火事 が 発生 し た こと が 分 か り ま し た 。 冷 蔵 庫 の 故障 
の 正確 な 本 質 を 特定 する こと は で きま せん で し た が 、 一 般 的 な 家庭 用 電化 製品 の 故障 
が その よう な 悲 惨 な 結果 を も た らし た と いう 事実 を 立証 する こと に 比べ れ ば 重要 性 
は 低い と 考え られ ます 。 そ の 問い は 第 22 章 で 追求 し て お り 、 次 の よう な 結論 に 苦 り ま し 


た : 


d; 


G; 


火災 は 、uPVC 窓 枠 に 衝突 する 高温 の 煙 の 結果 と し て 、 外 装 に 侵入 し た 可能 性 が 最 
も 高く 、 窓 枠 を 変形 させ て 崩壊 させ 、 そ れ に より 、 断 熱 材 と ACM 被 覆 パ ネル と の 間 
の 空洞 に 人 炎 と 高温 ガス が 通過 で きる 開口 部 を 作り まし た 。 た だ し 、 冷 凍 冷 蔵 庫 か ら 
生じ た 炎 が 開い て いる キッ チン の 窓 を 通過 し 、 上 部 の ACM 被 覆 パ ネル に 接触 し た 
可能 性 は あり ます (た だ し その 可能 性 は 低い ) 。 


HE ッ チ ン の ドア を 1 時 14 分 に 初め て 開く 前 に 、 火 は 被覆 パ ネ 
に 点 き まし た 。 


その 比較 的 控え め な 大 き さ の キッ チン に お ける 火災 は 、 完 全 に 予見 可能 で し た 。 


火災 の その 後 の 展 開 


2.13 被覆 パネ ル を 覆っ た 後 の 火災 の 進行 に つい て は 、 第 23 章 で 検討 し ます 。 火 は フラ ッ ト 16 
か ら 抜 け 出 す と 、 タ ワー の 東方 面 に 急速 に 広がり まし た 。 そ の 後 、 前 進 す る 火炎 の 前 面 
が 南西 角 近 く の 西 面 に 収束 する まで 、 火 は 建物 上 部 の 両方 向 お よび 側面 に 広がり 、3 
時 間 以 内 に 建物 全体 を 包 み 込み まし た 。 結 果 は 以下 の 通り で す : 


d; 


炎 が 建物 の 上 下 に 急速 に 広がっ た 主 な 原因 は 、 燃 料 の 供給 源 と し て 機能 する ポリ 
エチ レン コ UE (ACM) レイ ンス クリ ー ン パネ ル の 存在 
で し た 。 水 平方 向 お よび 下方 へ 火 が 広がっ た 主 な メカ ニズム は 、 ク ラウ ン と スパ ン 
ドレ ル お よび 柱 パ ネル か ら 燃 えて いる ポリ エチ レン が 深 け て 滴り 落ち た こと で 、 建 
物 下 部 に 火 が つき まし た 。 そ の 後 、 こ の 火 は 建物 を 上 っ て 戻り 、 そ れ に よっ て 人 秋 の 前 
線 が タワ ー の 各 面 を 倖 め に 進む こと が で きま し た 。 

ACM パ ネル の 背後 に ある ポリ イソ シア ヌレ ー ト (PIR) と フェ ノー ル 発 泡 断 熱 ボ ー 
の 存在 、 お よび お そら く 窓 の 周囲 の 構成 要素 が 、 垂 直方 向 の 炎 の 広がり の 速度 と 度 
谷 を 大 きく し まし た 3 


クラ ウン は 主 に 火 の 水 平方 向 の 広がり の 原因 と な り 、 柱 は 下向き の 火 の 広 が り の 
主要 な ルー ト と な り ま し た 。 
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防火 区 画 化 の 失敗 と タワ ー 内 の 火 の 広 が り 


2.14 。 第 24 章 で は 、 火 と 煙 に よる 建物 の 侵入 と 防火 区 画 化 の 急速 な 失敗 に 関す る 証拠 を 検討 
し ます 。 建物 の 外側 の 火 は すぐ に 多く の フラ ッ ト に 移り 、 煙 が 建物 の 内 部 に 急速 に 広 が 
り ま し た 。 そ の 結果 、 初 期 段階 で の 効果 的 な 区 画 化 に 失敗 し まし た 。 区 画 化 の 失敗 の 理 
由 と し て は 以下 が 挙げ られ ます : 


a. 熱 の 強 さ は 、 窓 ガラ ス の 破損 を 必然 的 に も た らし 、 火 火 を フラ ッ ト に 侵入 させ まし 
ES 


b. キッ チン の 換気 扇 ユ ニッ ト は 変形 し 、 外 れ て し まう 傾向 が ある た め 、 火 の 侵入 口 と 
な り ま し た 。 


c. タワ ー 内 の 多く の 重要 な 防火 対策 が 失敗 し まし た 。 い くつ か の 防火 扉 は 煙 を 抑え 
まし た が 、 抑 えら れ な いも の も あり まし た 。 効 果 的 な 自動 閉鎖 装置 が な いた め 、 一 
部 は 開い た まま で 閉じ られ ませ ん で し た 。 そ の 他 は 消防 士 に よっ て 破壊 され た か 、 
消防 設備 に より くさ び 形 に 開か れ ま し た 。 


2.15 タワー 内 で の 火 と 煙 の 広 が り に つい て は 、 i i 
時 20 分 頃 ま で に 煙 で いっ ぱい に な り 始 め 、 一 部 は 1 時 40 分 煙 で 充満 し て いま し 
た 。2 時 00 分 まで !【 に か な り の 人 数 の 人 が 大量 に 尾 を 中 い 込ん で いま し た 1 時 50 分 頃 
まで は 、 階 段 で の 煙 の 量 は 少な か っ た の で 、 そ れ ま で に 168 名 の 人 が 逃げ る こと が で き 
0 階段 は 、 特 に 低い 階 で 、 煙 が 充満 し 始め まし た 。 あ る 階 で は 、 煙 は 濃く 、 
は か な り 高 温 と な り ま し た 。 2 時 20 分 まで に 、 階 段 の 煙 は 生命 に 危険 を も た らし まし 

階段 は それ 以降 も 全く 通行 不可 能 と いう わけ で |! あり ま 荘 ん で し た 


建築 規制 の 遵守 


2.16 。 調査 の フェ ー ズ 1 に 、 建 物 が 建築 規則 の 要件 に 準拠 し て いる か どう か に 関す る 調査 を 含 
め る こと は 、 当 初 の 意図 で は あり ませ ん で し た 。 し か し 、 第 26 章 で 説明 し た よう に 、 建 物 
の 外壁 は 、 建 物 の 高 さ 、 用 途 、 位 置 を 考慮 し た 上 で 、 火 災 の 広がり に 十分 に 抵抗 し な か 
っ た と いう 点 で 、 建 物 の 外壁 が 2010 年 建築 規則 の スケ ジュ ー ル 1 の 要件 Bg4 (1) に 準拠 
し て いな いと いう 説得 力 の ある 証拠 が あり まし た 。 そ れ ど ころ か 、 外 壁 は 積極 的 に 火災 
を 促進 し まし た 。 フ ェ ー ズ 2 で は 、 改 修 設 計 の 責任 者 が タワ ー が その 必須 要件 を 満た す 
と 考え た 理由 を 検討 する 必要 が あり ます 。 


LFB : 計画 と 準備 


2.17 高層 ビル の 火災 に 対す る LFB に よる 計画 と 準備 は 、 第 27 章 に て 検討 され て いま す 。 国 家 
指導 の 下 で は 、 火 災 お よび 救助 サー ビス は 、「 ス テイ プッ ト 」 戦 略 が 維持 で き な く な る ほ 
どの 、 発 生 区 画 を 超え て 広がる 高層 ビル の 火災 に 対処 する た め の 緊 急 時 避難 計画 を 作 
成す る 必要 が あり ます 。 地 域 の 高層 ビル に つい て 、 火 災 お よび 救助 サー ビス は 、 部 分 的 
また は 完全 な 避難 が 必要 に な る タイ ミン グ を 理解 し 、 イ インシデント 司令 官 に 適 人 な 訓練 
を 提供 する 必要 が あり ます 。 


2.18 a 関す る LFB の ポリ シー「PN633」 で は 、 高 層 住 宅 で の 避難 が 必要 に な 
可能 性 が ある こと を 想定 し て お り 、 司 令 官 が 現状 把握 の た め に 訪問 する 際 に 、 民 難 の 
A PATE で の よう な 火災 に 対す る 

LFB の 準備 と 計画 は 、 決 定 的 に 不 十分 で し た 。 特 に 


a. 火災 現場 に 居合 わせ た イン シ デ ン ト 司 令 官 や 上 約 士官 は 、 他 の ケー ス で は 経験 豊 
富 で し た が 、 可 燃 性 被覆 材 に 関連 する 特定 の 危険 に 関す る トレ ー ニ ング を 受け て 
いま せん で し た 。 し か し それ で も 、 一 部 の 上 級 士官 は 、 外 国 で 同様 の 火災 が 発生 し 
て いた と いう こと 、 そ し て 火災 時 の 動作 と パフ ォ ー マ ンス に つい て あま り 理 解 さ れ て 


グレ ン フ ェ ル タワ ー に 関す る 調査 : フェ ー ズ 1 報告 書 の 概要 
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いな い 建 設 資材 と 建設 方 法 が 高層 ビル の ファ サー ド で 使用 され て いた と いう 事実 
は 理解 し て いま し た 。 


LFB の イン シ デ ン ト 司 令 官 は 、 避 難 の 必要 性 を 認識 する 方 法 や 、 避 難 を 組織 化す る 
方 法 に 関す る トレ ー ニ ング を 受 け て いま せん で し た 。 


グレ ン フ ェ ル タワ ー の 避難 の た め の 緊 急 事態 計画 は あり ませ ん で し た 。 


LFB で は 、 ロ ンド ン の 建物 の オペ レー ショ ナル リス ク デ ー タ ベー ス (ORD) を 維持 する 
こと を 意図 し て お り 、 イ ン シ デ ント 時 に 即応 可能 な すべ て の 消防 士 が アク セス で き 
る リス ク 評 価 ポ リ シ ー (PN800) が あり ます が 、 グ レン フェ ル タ ワ ー の ORD の 項目 に 
は 、 火 事 で 招集 され た イン シ デ ン ト 司 令 官 に と っ て の 使用 に 関す る 情報 は ほとん ど 
含ま れ て いま せん で し た 。 ORD に 含ま れ て いた よう な 情報 は 何 年 も 古く 、 改修 に 
よる 変更 を 反映 し て いま せん で し た 。 


LFB が 保持 し て いる タワ ー に 関す る 基本 情報 が 間違っ て いた ケー ス も あり 、 ま た 他 
の ケー ス で は 完 0 


LFB : 火 災 現 場 に て 


火災 現場 で の 消火 活動 に 関す る 調査 結果 は 、 第 28 章 に 記載 され て いま す 。 タ ワー で 消 
火 活動 に 従事 し た 消防 士 は 並外れ た 勇気 と 無 私 の 献身 を 示し まし た が 、 最 初 の イン シ 
デン ト 司 令 官 は 、 経 験 は 豊富 で し た が 比較 的 低い ラン ク の 人 で し た 。 彼 ら は 自分 た ち が 
直面 し た 状況 に 対す る 十分 な 準備 が で き て いま せん で し た 。 特に : 


a. 


区 画 化 の 一 般 的 な 失敗 また は 大 量 避 難 の 必要 性 を 思い 付く こと が で きた 者 は 誰 
も いな か っ た よう に 見 受け られ 、 彼 ら は 実際 に 状況 を 制御 する こと も 戦略 を 変え る 
こと も で きま せん で し た 。 


火災 が 制御 不可 能 で あり 、 区 画 化 が 失敗 し た こと が 明らか に な っ た 時 点 で 、 
か ら の 可能 な 限り の 避 難 を 計画 する 決定 が な され る べき で し た 。 そ の 決定 は 

時 30 分 か ら 1 時 50 分 の 間 に 行 うこ と が で きた は ず で し た し 、 実 際 ! Co 
た 。 そ うす れ ば 、 死 亡者 が 少な く な っ た 可能 性 が あり ます 。 AC Roe が 「 ス テイ プッ 
ト 」 勧 告 を 取り 消す 前 の 、1 時 間 の 大 部 分 が 無駄 に 過ぎ て いっ た こと に な り ま す 。 


LFB は 、 建 物 の 区 画 化 に 完全 に 失敗 し た と いう 初期 の 兆候 に か か わら ず 、 グ レン フェ 
ル タ ワ ー の 「 ス テイ プッ ト 」 戦 略 に 依拠 し 続け まし た 。 


FSG コ ー ル の 数 と ソー ス に 関す る 情報 を イン シ デ ン ト 司 令 官 に 伝達 する た め の 体 系 
的 な 取り 決め は あり ませ ん で し た 。 同 様 に 、 火 災 の 内 部 撤 池 
関す る 情報 は 、 イ ン シ デ ント 司令 官 と は 効果 的 に 共有 され ませ ん で し た 。 ま た 、 和 警 寮 
の へ ヘリコプター か ら の 写真 は 利用 で きま せん で し た 。 


i 重大 な 欠 陥 が あり まし た 。 追 加 の 人 員 が 迅速 に 到着 し まし 
た が 、 上 級 司 令 Us 分 な 実践 的 サポ ー ト を 提供 する こと も 、 建 物 内 の 状況 と 運 
用 に つい て 十分 に 迅速 | に 通知 する こと も で きま せん で し た 。 


コマ ンド ユニ ッ ト の コマ ンド サポ ー ト シス テム (Css) な ど 、 物 理 的 また は 電子 的 な 通 
信 シ ステ ム の 多く は 適切 に 機能 し ませ ん で し た 。 
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LFB : 制 御室 に て 


2.20 。 第 29 章 に は 、 制 御室 の 操作 に 関す る 調査 結果 が 記載 され て いま す 。 制 御室 の スタ ッ フ 
は 、 i に 関す る 999 コー ル に 直面 し まし た 。 こ れ は 、 彼 ら の 長い 経験 
と 訓練 の 範囲 を 完全 に 超え た 挑戦 で し た 。 制 御室 の スタ ッ フ は 人 命 を 救っ た こと は 間 
違い あり 制御 室 の 業務 を 綿密 に 調査 し た 結果 、 実 践 、 ポ リ シ ー、 ト レー 
ニン グ に お ける 欠点 が 明らか に な り ま し た 。 特 に 


a. FSG コー ル の 対処 に 関す る LFB ポ リ シ ー で は 、 制 御室 の オペ レー ター (CcRO) は 、 発 信 
者 が 救助 され る まで 、 ま た は 建物 を 離れ る こと が で きる まで 、 電 話 を 切ら な いで お 
く 必 要 が あり ます が 、 火 災 時 に 受信 し た FsG コ ー ル の 数 は 、 利 用 可能 な CRO の 数 を 
は る か に 超え て いた た め 、CRO に 対し て 批判 的 な 目 が 向け られ まし た 。 


b. 「 ス テイ プッ ト 」 ポ リ シ ー の 適用 も 、FSG の 発信 者 が 燃え て いる 建物 か ら 脱 出す る 
際 に 従う 必要 が ある 特定 の 要件 も 、LFB ポ リ シ ー 文 書 で は 適切 に 規定 され て いま 
せん 。 


c. CRO は 、 フ ラッ ト 和 番号 、 そ の 場 に いた 人 の 数 、 障 害 者 が いる か どう か な ど 、 発信 者 か 
I また 、 発 信者 の 場所 の 状態 や 逃げ 
可能 性 を 常に 査定 し て いま せん で し た 。 


d. CRO は 、 多 数 の FsG コ ー ル の 同時 対応 、 避 難 の 決定 の 意味 、 ま た は 発信 者 が 建物 か 
ら 離 れる か 、 そ れ と も 動か ず に いる か に つい て 助言 され る べき 状況 に 関す る 訓練 
を 受け て いま せん で し た 。 CRO は 、 発 信者 に いつ で も 連絡 で きる と 決め つけ て し ま 
う 人 危険 性 を 認識 し て いま せん で し た が 、 こ れ は 、 CR 
き 重 要 な 教訓 の 1 つ で し た 。 そ の 結果 、 彼 ら は 十分 に 根拠 の な い 保 証 を 与え る こと 
に な り ま し じ た 。 


e. 「 ス テイ プッ ト 」 勧 告 が 取り 消さ れ 、 居 住 者 は 建物 を 出る よう に と 通達 され た 
際 、CcRO は 、 発 信者 が 建物 を 離れ る 以外 に 選択 の 余地 が な いこ と を 理解 で きる よ 
うに 、 明 確 な 言葉 で 助言 を し な けれ ば な ら な いこ と を 完全 に は 理解 し て いま せん 
で し だ 。 


f 制御 室 と 火災 現場 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 経路 は 、 に わか 仕立 て の も の で 、 不 確 
実 か つ 間 違い を 起こ し や すい も の で し た 。 そ の た め 、 crol は タワ ー 内 の 状態 や 個々 
の FSG コー ル へ の 応答 の 進行 状況 に つい て 十分 に 把握 し て いな か っ た た め 、 発 信者 

に 助け が 来 て いる か どう か を 伝え る 上 で の 信頼 に 足る 根拠 が あり ませ ん で し た 。 


g. 火災 現場 の 人 々 は 、 制 御室 か ら の 足 重 な 情報 に アク セス で きま せん で し た 。 CRO 
が 新しい コー ル に 応答 する た め に FSG コー ル を 終了 し な けれ ば な ら な か っ た と い 
う 事 実 を 前 に し て 、 よ り 多 く の 上 級 管 理 室 役 員 が 適切 な FsG 勧 告 を 行う こと が 実施 
不 引 BE に な っ た だ た と いう 警 告 と し て 受 【 け 止 め る べき で し だ ぁ 。 


h. 発信 者 か ら 取 得 し た 情報 を CRO 間 で 共有 する 体系 化 さ れ た 手段 は な く 、 他 の ソー 
ス か ら の 情報 へ の アク セス は ほとん ど あ り ま せん で し た 。 そ の 結果 、cRO は 火災 の 
広がり の 速度 や パタ ー ン に つい て 全体 像 を 把握 で きま せん で し た 。 火 災 の 早い 段階 
で 、CRO は 居住 者 に 、 実 際 に は 火災 が タワ ー の 最上 部 に 達し た に も か か わら ず 、4 
階 に 限定 され て いる と 伝え まし た 。 


i. LFB で は 、 多 数 の 999 コー ル を 処理 し 、 それ ら を 他 の 火災 お よび 救助 サー ビス に 転 
送 す る た め の 準 備 を 整え て いま す が 、 事 故 自体 の 状態 に 関す る 情報 の 共有 は 提供 
し て いま せん 。 重 要 な 時 間 帯 に 事実 と は 異な る 勧告 が 出さ れ ま し た 。 


j. 制御 室 ス タッ フ の 監督 に 脆弱 性 が あり まし た 。 ス ーー パー バイ ザー ら は 非常 に 大 き な 
プレ ッ シ ャ ー を 受け て いま し た が 、LFB は 上 級 管理 室 ス タッ フ に 対し 、 多 数 の FsG コ 
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2.21 


2:22 
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ー ル を 伴う 大 規模 な イン シ デ ン ト の 管理 方 法 に 関す る 適切 な トレ ー ニ ング を 提供 
し て いま せん で し た 。 


k. ラ カ ナ ル ハ ウス の 火災 対応 に お ける ミス が 繰り 返さ れ ま し た 。 


他 の 緊急 サー ビス 、RBKC お よび TMO の 対応 


他 の 緊急 サー ビス で ある RBKC と TMO の 対応 に つい て は 、 ロ ンド ン の 緊急 サー ビス 間 の 
共同 運用 の た め の 永 続 的 な 取り 決め と プロ トコ ル を 説明 する 第 30 章 に 記載 され て い 
ます 。 い くつ か の 点 で は 正常 に 実施 され まし た が (例え ば 、MPs に よる セキ ュ リ ティ コ 
ー ド ン の 管理 ) 、 他 の 点 で は 対応 が 不 十 分 で あっ た こと は 明らか で す 。 集め ら れ た 証拠 
は 、 こ れ ら の 失敗 が 直接 死亡 また は 負傷 に つなが っ た と いう 事 を 示す も の で !(【 は あり ま 
i ロン ドン に お ける 今後 の 大 災害 に 関す る 重要 な 教訓 を 含ん で いま す 。 特 に 


a. MPs は 、1 時 26 分 に LFB ま た は LAS に 通知 せ ず に 重大 イン シ デ ン ト を 宣言 し まし 
た 。LFB は 、MPS ま た は LAS に 通知 せ ず に 、2 時 06 分 に 重大 イン シ デ ン ト を 宣言 し 
まし た 。 LAS は 、2 時 26 分 に LFB ま た は MPS に 通知 せ ず に 主要 な イン シ デ ン ト を 宣 
言 し まし た 。 RBKC に は 、2 時 42 分 まで これ ら の 宣言 の いずれ も 通知 され ませ ん で 
し た 。 こ の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 欠如 は 、 ロ ンド ン に お ける 主要 な 腎 急 事態 の た め 
に 作ら れ た 共同 作業 の 取り 決め と 協約 を 遵守 する 上 で の 重大 な 失敗 で し た 。 


b. 重大 イン シ デ ン ト の 宣言 を 共有 で き な か っ た 結果 、 緊 急 サ ービス 間 の 適切 に 調整 
され た 共同 対応 の 必要 性 が 十分 に 早い 段階 で 認識 され ませ ん で し た 。 そ の 結果 
火災 の 性 質 と 影響 に つい て の 共 通 の 理解 が 不足 し まし た 。 異 な る 制御 室 の スー パ 
ー バ イザ ー 間 で 行わ れる は ず の 対話 は 行わ れ ま せん で し た 。 


c. 火災 が 発生 し た 晩 の 緊急 サー ビス 間 の 通信 は 、 遠 隔 地 と 火災 現場 自体 の 双方 に 
お いて 、 協 約 に お ける 必要 な 標準 を 満た し て いま せん で し た 。 各 制御 室 に お ける 唯 
ー の 連絡 窓口 と 、 制 御室 の スー パー バイ ザー 間 の 直接 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン が 
確立 され て いる 必要 が あり ます 。 


d. ヘリ テレ ダウ ン リ ンク ( 警 察 へ ヘリコプター オー バー ヘッ ド と の 通信 リン ク ) が 機能 し 
な か っ た た め 、LFB の 業務 に 悪影響 が あり まし た 。 


RBKC は 、2004 年 度 の 緊急 時 対応 法 に 基づく 一 定 の 義務 の 対象 で あり 、 緊 急 時 に 必要 
な こと を 定め た 正式 な 「 緊 急 時 管理 計画 」 を 有 し て いま し た 。TMO は その 計画 の 下 で 
は 義務 を 全く 負っ て いま せん で し た 。 独 自 の 緊急 計画 は あり まし た が 、 実 践 準備 は され 
て お ら ず 、 い ずれ に し て も 15 年 遅れ た 内 容 で し た 。 火 災 に 対す る RBKC の 対応 は TMO が 
保持 する 重要 情報 に 依存 し て いた た め 、 そ の 計画 は 一 定 の 面 に お いて 効果 が あり ませ 
ん で し た 。 懸 念 さ れる 特定 の 原因 の 1 つ は 、LFB か ら の 多数 の 要求 に も か か わら ず 、 危 
険 構造 物 の エン ジニ ア (DSE) の 立ち 合い 証明 の 取得 が 遅れ て いる こと で す 。 も う 1 つ 
は 、 建 物 の 設計 書 の 取得 の 遅れ で す 。 建 物 の 設計 書 は 、 現 地 に も LFB の ORD に も な く 、8 
時 00 分 頃 ま で LFB は 入手 で きま せん で し た 。 


タワ ー へ の ガス 供給 の 停止 


第 31 章 で は 、 主 な ガス 供給 か ら タ ワー を 隔離 する た め に 実行 する 手順 に つい て 説明 し 
ます 。 ガ ス は 、Cadent Gas Ltd (Cadent) に よっ て タワ ー に 供給 され て いま し た 。 Cadent 
に は LFB を 支援 する 法 的 義務 が あり 、5 時 00 分 前 に 事件 現場 に 報告 し て いま し た 。 幸 い 
に も 、Cadent の 主要 エン ジニ ア で ある Jason Allday は その エリ ア に 精通 し て いて 、 そ の 後 
特に 指示 も な く 到 着 し 、 指 揮 を 取り 、24 時 間 滞 在 し まし た 。 タ ワー へ の ガス 供給 の 譜 断 
に は 、Cadent が 、 最 終 的 に エリ ア 人 全体 に ガス を 供給 する 近く の 道路 の 下 ! こ あ る 3 本 の 大 
規模 な パイ プ を 切断 し 、 キ ャ ッ プ を 閉め る 必要 が あり まし た 。 作 業 は 23 時 40 分 まで に 完 
了 し 、 タ ワー 内 の 残り の 人 炎 は すぐ に 鎮火 し まし た 。 
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2.24 。 第 32 章 に は 、 調 査 が 開か れ た 追悼 公 に て 火災 で 亡くな っ た 人 々 に 捧げ られ た 人 敬 
店 の 妥 約 が きま れ て いま す 。 ケ ンジ ント ン の ミ レニ アム グロ スタ ー ホ テル に て 、 お 亡くな 
EC こ 、 調 査 に お ける フェ ー ズ 1 の 公聴 会 を 開始 し まし 
た 。 報 告 書 の この 部 分 に は 、 CN 配偶 者 や 友人 か ら 
I 


パー ト v : 推奨 事項 

2.25 。 検視 官 が 必要 と する 多く の 調査 結果 は この 報告 書 に お いて 作成 され まし た が 、 フ ェ ー ズ 
2 に お いて 明らか に な る 証拠 に よっ て の み 満 足 で きる 、 広 範 な 状況 の 調査 の 必要 性 が 残 
っ て いま す 。 や が て 貴族 が 必要 な 事実 の 発見 を 可能 に する た め に 、 亡 く な っ た 人 々 に 関 
連 す る 証拠 の 論旨 を まとめ る 機会 が あり ます 。 し た が っ て 、 第 33 章 に は 、 フ ェ ー ズ 1 で 間 
いた 証拠 と それ に 基づく 事実 の 発見 か ら 生 じ る 推奨 事項 が 含ま れ て いま す 。 建 築 材料 
の 試験 と 認証 を 取り 巻く 体制 な ど 、 変 更 が 必要 に な る 可能 性 が ある と 考え る 根拠 は あ 
り ま す が 、 調 査 の 対象 と な っ て いな い 事 項 に 関し て は 、 こ の 段階 で 勧告 を 行う こと は 適 
切 で は あり ませ ん 。 


2.26 。 第 33 章 は 要約 する の に 適し て いま せん 。 こ れ は 、 推 奨 事 項 を 詳細 に 説明 し 、 推 奨 事 項 が 
作成 され て いる 根拠 を 説明 し て いる た め ( ま た は 場合 に よっ て は 特定 の 推奨 事項 が 作 
成 さ れ て いな い 理 由 ) 、 す べ て 読ま れる 必要 が あり ます 。 そ れ で も あえ て 要約 する と すれ 
ば 、 次 の 事項 に 関連 し て 変更 を 推奨 し ます 。 

a. 高層 住宅 の 外壁 に 使用 され て いる 材料 と 建設 方 法 に 関す る 情報 を 、 消 防 隊 が 利用 
で きる よう に する 。 

b. 2004 年 度 消防 救助 法 の セク ショ ン 7 (2) (d) に 基づく 義務 を 履行 する た め に LFB が 
取り 決め を 実施 。 

c. 地元 の 消防 サー ビス に 対す る 高層 住宅 の 計画 の 可用性 、 お よび 高層 住宅 へ の 施設 
情報 ボッ クス の 提供 。 

d. 消防 土 に よる 使用 の た め の リ フト の 定期 検査 と テス ト 。 

e. LFB 制 御室 と イン シ デ ン ト 司 令 官 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 

f 火災 お よび 救助 サー ビス が 緊急 通報 を 処理 する 方 法 。 

g. LFB の 命令 と コン トロ ー ル の 手順 と リソー ス の 使用 、 特 に 、 配 備 か ら 戻 っ て きた 消防 
士 か ら の 情報 の 取得 、 お よび LFB 制 御室 、 イ ン シ デ ント 司令 官 、 ブ リッ ジヘ ッ ド 間 の 
情報 の 共有 。 

h. 高層 ビル の 消防 、 お よび 救助 活動 に 配備 され た 消防 士 が 使用 する た め の 通 信 機 器 
を 、LFB が 利用 で きる 環境 の 整備 。 


消防 士 が 建物 の 全体 また は 選択 され た 部 分 に 避難 信号 を 送信 で きる よう に する 機 
器 の 提供 を 含む 、 高層 住宅 の 避難 。 
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]. 高層 住宅 の 居住 者 へ の 火災 安全 情報 の 提供 、 お よび ロビ ー や 階段 の 嗣 り 場 の 床 レ 


ベル の マー キン グ 。 
k. 防火 扉 お よび 自動 閉鎖 装置 の 検査 
[. 救急 サー ビス 間 の 協力 に 関す る 各 事 項 。 
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2.27 


2.28 


2.29 


フェ ー ズ 2 で は 、 調 査 に お いて 、 ウ ェ ブ サイ ト に 表示 され て いる 課題 リス ト に 記載 され た 
さま ざま な 質問 に 対す る 回 答 を 提示 する よう 試み ます が 、 フ ェ ー ズ 1 の 調査 か ら 学 ん だ 
こと の 結果 と し て 、 い くつ か の 質問 は 、 以 前 考え られ て いた も の より も 重要 で ある と みな 
され る 一 方 で 、 重 要 性 が 低く な っ て いる 質問 も あり ます 。 し た が っ て 、 レ ポー ト の 最終 章 
で ある 第 34 章 に は 、 フ ェ ー ズ 1 に 照ら し て 、 フ ェ ー ズ 2 で 特に 注意 を 払う 必要 が ある 調査 
の 要素 に 関す る ヒン ト が あり ます 。 


最初 の 課題 は 、 故 人 に 関す る も の で す 。 フ ェ ー ズ 2 の 重要 な 要素 は 、 火 事 で 亡くな っ た 人 
々 が 死亡 し た 状況 の 調査 を 完了 する こと で す 。 検 視 官 が 必要 と する 調査 結果 の 多く が こ 
の 報告 書 で 提示 され まし た が 、 フ ェ ー ズ 2 に お いて 、 明 ら か に な る 証拠 に よっ て の み 満 た 
すこ と が で きる 、 よ り 広 範 な 状況 調査 の 必要 性 が 残っ て いま す 。 必 要 な 事実 の 発見 を 可 
能 に する た め に 、 お 亡くな り に な っ た 方 々 に 関連 する 証拠 の 数 々 を 遺族 が まとめ る 機会 
が あり ます 。 


その 他 に 特に 懸念 され る 事項 は 次 の と お り で す : 
ds 改修 の 設計 と 材料 の 選択 に 関す る 決定 。 


b. 0 を 目的 と し た 材料 の 火災 に 対す る 反応 を テス ト お よび 認証 する た め 
の { 


C, 材料 の 設計 と 選択 。 


d. 特に 、 タ ワー 内 の 防火 扉 の 性 能 、 関 連 す る 規制 に 準拠 し て いる か どう か 、 メ ン テ ナ ン 
ス 、 お よび 一 部 の 自動 閉鎖 装置 が 機能 し て いな いよ うに 見 える 理由 。 


e. 特に 経験 に 照ら し た 政策 の 策定 に 関連 し た LFB の 組織 と 管理 、 消 防 士 と 制御 室 ス 
タッ フ を 訓練 する た め の 取 り 決 め 、 お よび 高層 ビル で の 消火 活動 に 関連 する 特定 
の 問題 に 関す る 情報 を 共有 する た め の 取 り 決 め 。 


f 地域 コミ ュ ニ ティ に よる 潜在 的 な 火災 危険 の 警告 
g. 災害 に 対す る 当局 の 対応 。 


i ょ 慎重 な 調査 が 必要 と 考え られ て いた 、 建 築 物 に 関す る 要素 の うち の いく つか 
ょ 、 災 害 時 に お いて 重要 な 役割 を 果たさ な か っ た た め 、 さ ら な る 調査 を 必要 と し な いこ 
こ な り まし 誠 。 そ れ に は 以下 が 含ま れ ま す : 


a. 階段 の 幅 。 
b. ガス の 供給 。 
C. 気 の 供給 と 電気 サー ジ の 歴史 。 
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第 33 童 


推奨 事項 


33.1 


33.2 


33.3 


33.4 


序文 


調査 の フェ ー ズ 1 は 、 火 災 の 原因 、 そ の 後 の 展 開 、 お よび それ に 対応 し て LFB お よび その 
他 の 緊急 サー ビス が 行っ た 措置 の 調査 に 関係 し て いま す 。 そ の 過程 に お いて 、 高 層 ビ ル 
で の 火災 や 、 ア ドバイ ス や 支援 を 求め る 人 々 が 非常 に 頻繁 に 電話 を か ける 可能 性 の あ 
る その 他 の 対応 に 関連 し て 、 消 防 士 と CRO に 与え られ る 訓練 に つい て 言及 し まし た 。 
フェ ー ズ 2 で は 、LFB の 管理 の 特定 の 側面 特に 現代 的 な 建築 方 法 と 、 現 在 使用 され て 
いる 材料 の 一 部 が 火 に さら され た と きど の よう な 状態 に な る か に 関す る 理解 )、 お よ 
び 高 層 ビ ル の 火災 に 対応 する 上 で 司令 官 を 訓練 する た め に 取ら れ た 手順 に つい て の よ 

り 詳 細 な 検査 を 行い ます 。 た だ Ee メ エ ーー ズ 1 で 提示 さ れ た 証拠 は 、 高層 住宅 の 設計 、 建 
設 、 承 認 、 管 理 の 方 法 、 お よび その よう な 建物 で の 火災 に 対す る 消防 お よび 救助 サー ビ 
ON お いて 、 多 く の 改 善 を 行う こと が で きる と いう こと を 実証 する に は す 

(ご キキ 令 で す 。 


中 核 と な る 参加 者 お よび フェ ー ズ 1 で 証拠 を 提供 し し た 専門 家 は 、 自 身 の 見 解 に お いて 高 
層 ビ ル に 住ん で いる 人 々 の 安全 性 を 改善 する た め に 取ら れる こと が で き 、 ま た 取ら れる 
べき で ある 多く の 手順 を 提案 し て いる た め 、 即 時 【 - 最 善 手 段 を 推薦 する た め の 中 心 的 
存在 で ある べき で す 。 し か し 、 彼 ら の 意見 に は 幅広 い 相 違 が 見 られ まし た 。 こ の 段階 、 ま 
た は 全く 別 の 段階 で 推奨 する 事項 は 、 調 査 の 過程 に お いて 、 取 り 調 べ に よっ て 得 ら れ た 
証拠 か ら 明 ら か に な っ た 事実 に し っ か り と 基づい て いる 必要 が あり ます 。 ま た 、 自 ら が 関 
係 す る 事柄 の 経験 を 持っ て いる 人 々 か ら 支 持 を 得る こと は 重要 だ と 思い ます 。 事 実に 基 
づい て いな い 推 奨 事 項 に は 価値 が な く 、 こ の 分 野 の 専門 家 で ある 人 々 か ら 支 持 を 得 ら 
れ な い 推 奨 事項 は 無視 され る 可能 性 が 高く また 無視 され な く と も 、 意 図 し な い 悪 影響 
を 引き 起こ す リ スク が あり ます 。 


し た が っ て 、 以 下 ! に 示す 推奨 事項 | は 、 フ ェ ー ズ 1 で 調査 し た 特定 の 問題 に 関し て 聞い た 
証拠 と 、 こ の 報告 書 に お いて 導 か れ た 調査 結果 と 結論 に 完全 に 基づい て いま す 。 フェ ー 
UE 
ませ ん が 、 こ の 段階 で どの よう な 勧告 を 行う べき か を 決定 する 際 、 特 に 高層 ビル に 住ん 

で いる 人 々 の 安全 に 重要 な 貢献 を する 能力 を 考慮 し まし た 。 こ の 主題 に 関す る 提案 を 
行っ て くだ さっ た 主要 な 参加 者 の 方 々 に 感謝 し て いま す 。 ま た 、 推 肖 事 項 を 作成 する 前 
に これ ら す べ て を 慎重 に 検討 し まし た 。 そ れ ら の いく つか に つい て は 、 後 の 段落 で 詳し く 
説明 し ます 。 


イン グラ ンド お よび ウェ ー ル ズ に お いて は 、 高 層 ビ ル は 、 火 災 安 全 の 目的 で 、 高 さ 18 メ ー 
トル を 超え る ビル と し て 従来 定義 され て きま し た 。 し か し 、 ス コッ トラ ンド で は 最近 、 規 制 
が 変更 され 、 高 層 ビ ル に 関す る 要件 が 高 さ 11 メー トル を 超え る ビル に 適用 され る よう に 
な り ま し た 。 イ ング ラン ド で の 捉え か た も 、 現 在 変 更 す べき か どう か 、 も し 変更 する と し た 
ら 、 そ の 目的 に お いて どの 高 さ を 採用 すべ きか が 検討 され て いま す 。 し か し 、 そ の 問い は 
フェ ー ズ 1 の 調査 の 対象 で は な か っ た た め 、 こ の 段階 で それ に つい て 勧告 する こと は で 
きま せん 。 た だ し 、 こ れ は フェ ー ズ 2 で 検討 され る 事柄 で す 。 
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33.6 


33.7 


一 般 的 に 、 高 層 ビ ル に 関連 する 安全 性 を 改善 する た め に 講じ られ る 措置 を 検討 する 際 
に は 、 特 定 の 問題 を 見 失わ な いこ と が 重要 で す 。 ま すず 第 一 に 、 前 例 の な いも の で は あり 
ませ ん が 、 グ レン フェ ル タ ワ ー で 発生 し た 種類 の 火 淡 は まれ で す 。 可燃 性 レイ ンス クリ ー 
ンク ラッ ディ ング パネ ル と 建物 の 外側 の 断熱 材 の 普及 と 外壁 へ の 新しい 種類 の 建築 材 
料 の 導入 に より 、 同 様 の 火災 の リス ク が 増加 し た 可能 性 が あり ます が 、 火 災 の 安全 性 に 
関す る 規制 の 改善 、 お よび フェ ー ズ 2 で 特に 注目 され る 材料 の 試験 と 認証 の 要件 に よ 
SR その 将来 的 な リス ク を 軽減 で きる は ず で す 。 効 果 的 な 区 画 化 は 、 火 災 安 全 戦 略 の 要 
の まま で ある 可能 性 が 高く お そら く 高 層 ビ ル で の 大 多数 の 火災 に 対応 する 上 で の 安全 
基盤 を 提供 し し 続け る で し ょ う 。 た だ し 、 一 部 の 高層 ビル の 場合 、 建 物 の 所 有 者 と 消防 隊 
ょ 、 完 全 ま た は 部 分 的 な 避難 を 含む 、 よ り 広 範 な 対応 を する 必要 が あり ます 。 し た が っ 
て 、 代 替 避 難 戦 略 を 効果 的 に 実施 で きる よう に 、 適 切な 措置 を 講じ る 必要 が あり ます 。 


可燃 物 の 使用 


グレ ン フ ェ ル タワ ー の 外壁 に 、 主 に ACM レイ ンス クリ ー ン クラ ッ デ ィング の 形 で 、 ま た 可 
燃 性 の 断熱 材 の 形 で 可燃 性 材料 を 使用 する こと が 、 火 が 建物 全体 に 急速 に 広がっ た 理 
由 で あっ た こと は 明らか で す 。 火 災後 に 行わ れ た 調査 に より 、 グ レン フェ ル タ ワ ー で 使用 
され て いる も の と 同様 の 外壁 材 が 、 全 国 の 400 を 超え る 他 の 高層 住宅 で 使用 され て い 
る こと が 確認 され まし た 。 フ ェ ー ズ 1 で 提出 され た 証拠 か ちら 、2 つ の 非常 に 重要 な 事項 
が 明らか に な り ま し た 。 第 一 に 、 グ レン フェ ル タ ワ ー の 火災 は 、 そ の 発生 源 が 典型 的 な キ 
ッ チ ン の 火災 に すぎ な か っ た こと で す 。 第 二 に 、 可 燃 性 物質 が 台所 の 窓 に 近接 し て いた 
た め に 、 火 が クラ ッ デ ィング 内 に 広がる こと が で きた の で す 。 設計 と 材料 の 同じ また ょ 類 
似 の 組み 合わ せ が 他 の 建物 で 見 つか る か どう か を 断言 する こと は で きま せん が 、 同 様 
の 被覆 シス テム を 備え た 高層 ビル の 責任 者 は 、 ま だ 行っ て いな けれ ば 、 同 じ ま た は 類似 
の 組み 合わ せ が 存 在 す る か どう か を 確認 する の が 覧 明 で し ょ う 。 た だ し 、 そ うし な い 場 
合 で も 、 火 炎 は さま ざま な 状況 で 発生 する 可能 性 が あり 、 建物 の 外壁 に 類似 の 種類 の 
可燃 性 物質 が 含ま れ て いる 場合 は 、 火 災 は さま ざま な ルー ト で アク セス で きる 可能 性 
が あり ます 。 し た が っ て 、 その よう な 建物 | こ 住ん で いる 人 々 が 自分 自身 の 安全 を 心配 し 
て いる こと は 筐 く こと で は あり ませ ん 。 高 層 ビ ル の 外装 に ポリ エチ レン コア が 付い た パ 
ネル は 、 で きる だ け 早 く 取 り 外 し て 、 可 燃 性 が 限定 され た 材料 と 交換 する 必要 が ある と 
いう こと は 、 そ れ が 実行 され る べき こと だ と し て 受け 入れ られ て いる 事 も あり 私 の 方 か 
ら あ えて 推 奨 する まで も あり ませ ん 。 で きる 限り 迅速 に 行わ れる こと が 不可 欠 で あり ま 
す が 、 最 近 で は 下院 の コミ ュ ニ ティ と 地方 政府 の 選択 委員 会 に よっ て 、 明 ら か に 作業 の 
進行 速度 が 遅い と いう 懸念 が 公 に 表明 され て いま す 。! フェ ー ズ 1 に お いて 、 火 に さら さ 
れ た と き の ポ リエ チレ ンコ ア を 備え た ACM パ ネル の 動作 に つい て 学ん だ こと を 踏ま え 
て 、 委 員 会 に お いて 、 改 善 プ ログ ラム は で きる 限り 精力 的 に 追求 され る べき で ある と い 
う 当 方 の 見 解 を 表明 し た いと 思い ます 。 グ レン フェ ル タ ワ ー で の 火 の 広 が り に お いて 建 
築 ク ラウ ン が 果たす 役割 を 踏ま えて 、 可 燃 性 材料 で 構成 され た 装飾 部 分 に 特に 注意 を 
払う 必要 が あり ます 。 


特定 の 主要 な 参加 者 か ら 、 ユ ー ロ クラ ス Al1 (BSEN 13501-1 に 準拠 し た 火災 反応 の 最高 
分 類 ) 以外 の 高層 ビル の 外壁 で の 使用 を 許可 し な いよ う 推 す る よう に と 、 特 定 の 主要 
な 参加 者 か ら 提 案 さ れ ま し た 。 し か し 、 そ れ は 見 解 が 異な る 問題 で あり 、 協 議 の 後 、 政 府 
は 、 火 災 【 こ 対 する 反応 の 分 類 が A2s1、 do0 よ り も 低い 、 特 定 の 種類 の 新しい 建物 の 材料 
の 使用 を すでに 禁止 し て いま す 。 そ の 協議 の 結果 を 考慮 し た 上 で 、 対 立 す る 見 解 に 関す 
る 調査 が な い 場 合 、 こ の 点 に つい て 規制 の 変更 を 勧告 する こと は この 段階 で は 適切 で 
は な いと 思い ます 。 ま た 、 同 様 の 理由 で 、 一 部 の 主要 な 参加 者 か ら は 提出 物 が 寄せ られ 
まし た が 、 調 査 の フェ ー ズ 2 の 結果 が 出る まで の 間 、 ユ ー ロ クラ ス A2 の 材料 の 使用 を 直 
ち に 停止 する こと を 推奨 する こと は 適切 だ と 思い ませ ん 。 


1 https://publications.parliament.uk/pa/cm201719/cmselect/cmcomloc/2546/254602.htm 
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第 33 章 : 推奨 事項 


3 材料 の テス ト と 認 


33.8 。 火災 分 類 を 参照 し た 材料 お よび 製品 の 使用 の 規制 は 、 テ スト 要件 の 有効 性 と 専門 家 に 
よる それ ら の 解 閑 に 大 きく 依存 し て いま す 。 フ ェ ー ズ 2 の 早い 段階 に て 、 高 層 ビ ル で 使用 
する 材料 の テス ト と 認証 の 方 法 を 調査 し ます 。 ま た 、 高 層 ビ ル に 住み 、 働 く 人 々 の 安全 
を 確保 する た め の 規 範 的 な 体制 が 最も 効果 的 な 方 法 で ある か どう か 、 お よび 建築 規則 
の 遵守 方 法 に 関す る 現在 の ガイ ダン ス が 十分 に 明確 で 信頼 で きる か どう か も 調査 し ま 
す 。 こ れ ら の 問題 は いずれ も フェ ー ズ 1 で 検討 され て いな いた め 、 こ の 段階 に お いて 、 私 
は これ ら の 問題 に つい て 勧告 を 行う 立場 に は あり ませ ん 。 


4 消防 サー ビス : 高 層 ビ ル で 使用 され る 材料 の 知識 と 理解 


33.9 LFB 内 の 一 部 の 上 官 は 、 高 層 ビ ル で の 被覆 火災 の 危険 性 を 認識 し て いま し た が 、 大 半 
は 、 特 に より 下 の レ ベル で は 、 そ の 危険 性 に 気付 いて お ら ず 、 グ レン フェ ル タ ワ ー で 発生 
し た 火災 の 性 質 を 認識 する よう な 訓練 は 受け て いま せん で し た 。 さ ら に 、LFB5B は 、 グ レン 
フェ ル タ ワ ー の 被 首 に 使用 され て いる 材料 の 可燃 性 を 認識 し て いな いた め 、 こ の 種 の 
火災 の 緊急 時 対応 計画 を 策定 する 立場 に あり ませ ん で し た 。 


33.10 高層 ビル の 建設 に 使用 され る 材料 を きち ん と 理解 する こと ま 、 火 災 救 助 サ ービス が そ 
の 建物 に 関連 する 機能 A に 不可 欠 で す 。 グ レン フ 
ェ ル タワ ー で 発生 し た 種類 の 火炎 の リス ク は 低い か も Wan 知識 を 得る こと が 
適切 な 計画 と 効果 的 な トレ ー ニ ング の カギ と な り ま す 。 し た が っ て 、 推 奨 事項 は 次 の 
通り で す : 


d. すべ て の 高層 住宅 の 所 有 者 と 管理 者 は 、 法 律 に より 、 地 元 の 消防 救助 サー ビス に 
外壁 の 設計 に 関す る 情報 と 、 建 設 さ れ た 材料 の 詳細 を 提供 し 、 そ れ ら に 大 き な 変 
更 が あっ た 場合 に は 通知 する 。 


e. すべ て の 消防 お よび 救助 サー ビス に お いて 、 す べ て の レベ ル の 担当 者 が 高層 ビル 
の 外壁 で 火災 が 発生 する リス ク を 理解 し 、 火 災 が 発生 し た と き に その リス ク を 認識 
する 方 法 を 理解 し て いる こと を 保証 する 。 


5 i i 7(2)(d) 


33.11 。 セク ショ ン 7 (2) (d) は 、 消 火 し 、 生 命 と 財産 を 保護 する た め に 必要 な 情報 を 取得 する た 
oR Co こ 一 般 的 な 義務 を 課 し て いま す 。 LFB は 、 PN633 の 付 
録 1 に 基づき 、 個 々 の 建物 を 検査 する た め に 担当 者 を 派遣 する だ け で よい と 考え て いた 
よう に 見 受け られ ます 。 し か し 、 こ の 本 質 的 な 義務 は その よう に 制限 され て いま せん 。 さ 
ら に 、 改 修 中 に グレ ン フ ェ ル タワ ー を 訪れ た 消防 士 は 、 検 査 を 適切 に 実施 する た め の 訓 
練 を 受け て いま せん で し た : 第 27 章 、 段 落 24~27 を 参照 し て くだ さい 。 し た が っ て 、 推 
奨 事項 は 次 の 通り で す : 
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33.12 


33.13 


a. LFB が PN 3.2 の 付録 1 を レビ ュー し 、 必 要 に 応じ て 改訂 し て 、GRA 3.2 の 原則 を 完全 
に 反映 する よう に する 。 


b. LFB が 、 消 防 士 の マネ ジャ ー よ り ラ ンク 上 の すべ て の 司令 官 が 、 高 層 ビ ル の 検査 に 関 
連 す る PN633 の 要件 を 実行 する た め の 訓 練 を 受け て いる こと を 確認 する 。 
プラ ン 
火災 の 後半 まで 、LFB は 建物 の 内 部 レイ アウ ト プ ラ ン を 人 入手 で きま せん で し た 。 し か し 、 
建物 の 3 階 よ り 上 の 各階 は 同じ よう に レイ アウ ト さ れ て いた た め 、LFB は これ ら の プラ ン 
が な いこ と が 、 消 火 活 動 と 居住 者 の 救助 の 試み に お いて 、 大 き な 妨 げに な る こと は あり 
ませ ん で し た 。 た だ し 、 別 の ケー ス で は 、 フ ロア プラ ン の 欠如 は 、 は る か に 深刻 な 結果 を 
も た ら す 可能 性 が あり ます 。 高 層 ビ ル の 所 有 者 また は 管理 者 に と っ て 、 そ の よう な プラ 
ン の 最新 バー ジョ ン を 地元 の 消防 お よび 救助 サー ビス に 提供 する こと は 簡単 な こと で 
す 。 し た が っ て 、 す べ て の 高層 住宅 の 所 有 者 と 管理 者 は 、 以 下 の 事 柄 を 法律 で 義務 付 
けら れる こと を 推奨 し ます : 


a. 主要 な 火災 安全 シス テム の 位置 を 特定 する 、 建 物 の 各階 の 最新 プラ ン を 紙面 お よ 
び 電 子 形 式 で 地元 の 消防 救助 サー ビス に 提供 する 。 


b. 建物 に 施設 情報 ボッ クス が 含ま れ て いる こと を 確実 に する こと 。 そ の 内 容 に は 、 最 
新 の フロ アプ ラン の コピ ー と 、 消 防 隊 に よる 使用 を 目的 と し た エレ ベー ター の 性 質 
に 関す る 情報 が 含ま れ て いる 必要 が あり ます 。 


すでに そう で な い 限 り 、 す べ て の 消防 お よび 救助 サー ビス は 、 電 子 計 画 を 受信 お よび 保 
存 し 、 イ ン シ デ ント 司令 官 お よび 制御 室 管 理 者 が 利用 で きる よう に する こと を 推奨 し ま 
す 。 


エレ ベー ター 


消防 土 が グレ ン フ ェ ル タワ ー の 火災 に や っ て 来 た と き 、 彼 ら は エレ ベー ター を 制御 で き 
る よう に する は ず の メカ ニズム を 操作 で きま せん で し た 。 な ぜ そ うな っ た の か は まだ わ 
か っ て いま せん が 、 そ れ は 消防 活動 や 捜索 救助 活動 を 行う 際 に エレ ベー ター を 利用 で 
き な か っ た こと を 意味 し ます 。 ま た 、 タ ワー の 居住 者 が 、 場 合 に よっ て は 致命 的 な 結果 を 
伴う 脱出 を 試み る 際 に 、 エ エレ ベー ター を 利用 する こと が で きた と いう こと も 意味 し て い 
ます 。 高 層 ビ ル の 消防 や 消防 車 を 制御 する 上 で の 消防 サー ビス の 能力 が 、 多 く の 場 合 、 
作戦 成功 の カギ となり ます 。 し た が っ て 、 推 奨 事 項 は 次 の 通り で す : 


a. すべ て の 高層 住宅 の 所 有 者 と 管理 者 が 、 腎 急 時 に 消防 士 が 使用 する よう に 設計 さ 
れ た エレ ベー ター の 定期 検査 を 実施 し 、 そ うい っ た 検査 の 結果 を 毎月 地元 の 消防 
隊 に 報告 する よう 法律 で 義務 付け られ る こと 。 

b. すべ て の 高層 住宅 の 所 有 者 お よび 管理 者 が 、 消 防 士 が 工 レ ベー ター を 制御 で きる 
メカ ニズム の 定期 的 な テス ト を 実行 し 、 毎 月 地元 の 消防 救助 サー ビス に その 実行 
に つい て 知ら せる よう 法律 で 義務 付け る 。 
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8 制御 室 と イン シ デ ン ト 司 令 官 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 
33.14 証拠 が 示す と ころ で は 、 国 の 方 針 と LFB の 方 針 の 両方 が 、 制 御室 と イン シ デ ン ト 司 令 官 
の 間 の 情報 の 自由 な 流れ を 要求 し て いま す が 、 実 際 に は 、 少 な く と も 一 方 また は 両方 
(また は 両方 ) が 大 き な プ レッ シャ ー の 下 で 動作 し て いる 場合 は その よう に は いき ませ 
ん 。 し た が っ て 、 推 奨 事項 は 次 の 通り で す : 


a. LFB 制 御室 と イン シ デ ン ト 司 令 官 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 


b. イン シ デ ン ト 司 令 官 と し て 行動 する こと が 期待 され る すべ て の 隊員 (つま り 、 マ ネー 
ジャ ー 以 上 の すべ て の 隊員 ) は 、 制 御室 と の 通信 の 特定 の 要件 に 向け られ た トレ ー 
ニン グ を 受け る 。 


c. アシ スタ ント オペ レー ショ ンマ ネー ジャ ー ラ ンク 以上 の すべ て の CRO は 、 イ ン シ デ ン 
ト 司 令 官 と の 通信 の 特定 の 要件 に 向け られ た トレ ー ニ ング を 受け る 。 


d. 制御 室 の 高 官 と イン シ デ ン ト 司 令 官 と の 間 に 専 用 の 通信 リン ク を 提供 する 。 


9 緊急 通報 


33.15 制御 室 が 大 き な プ レッ シャ ー の 下 で 活動 し て いた と いう 事実 を 考慮 し て も 、CRO が 多く 
の 場合 、 適 切 ま た は 効果 的 な 方 法 で FsG コ ー ル を 処理 で き な か っ た こと は 明らか で す 。 
し た が っ て 、 推 奨 事 項 は 次 の 通り で す : 


a. LFB の ポリ シー を 修正 し 、 ア ドバイ ス を 求め て いる 発信 者 と 、 閉 じ 込 め ら れ て 救助 を 
必要 と する 発信 者 と を 明確 に 区 別 で きる よう に する 。 


b. LFB は 、 ス ーー パー バイザー を 含む すべ て の レベ ル の CRO に 定期 的 か つ 効 果 的 な 再 教 
育 ト レー ニン グ を 提供 する 。 


c. すべ て の 火災 お よび 救助 サー ビス が 、 多 数 の FsG コ ー ル を 同時 に 処理 する た め の 
ポリ シー を 開発 する 。 


d. FSG 情報 を 制御 室 に 記録 し 、 そ れ を ブリ ッ ジ ヘッ ド と コマ ンド ユニ ッ ト に 同時 に 表示 
する た め の 電 子 シ ステ ム を 開発 する 。 


e. 「 ス テイ プッ ト 」 か ら 「 ゲ ッ ト ア ウト (脱出 )」 へ の 移行 を 管理 する た め の ポ リ シ ー を 
作成 する 。 


f 制御 室 の スタ ッ フ が 、 こ の よう な アド バイ ス の 変更 に 対応 し 、 発 信者 に 効果 的 に そ 
れ を 伝え る こと に 特 化 し た トレ ー ニ ング を 受け る 。 


33.16 。 他 の 消防 隊 に よる 緊急 通報 へ の 対応 は 、 イ ン シ デ ント の 性 質 と それ が どの よう に 発展 し 
た か に つい て の 情報 の 不足 に より 妨げ られ まし た 。LFB に 代わ っ て 緊急 通報 に 対応 す 
る 人 は 、 適 切な アド バイ ス を 提供 で きる よう に 、 イ ン シ デ ント に つい て 可能 な 限り 多く の 
情報 を 持っ て いる 必要 が あり ます 。 し た が っ て 、 補助 制御 室 が 、 ホ スト 制御 室 に て 入 
手 可能 な 情報 へ ヘア クセ ス で きる 方 法 に つい て 、 調 査 す る た め の 措 置 を 講じ る こと を 推奨 
じ ま す ず 。 
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33.17 


10 
33.18 


33.19 


33.20 


11 
33.21 


MetCC オ ペレ ー タ ー と LAS CRO が 、FSG の アド バイ ス を 求め る タワ ー 内 の 人 々 か ら の 電 


話 に 応対 する こと も あり まし た 。 彼 ら は 時 々 、LFB が 与え て いた 、 ま た は その 方 針 に 従 


っ て 与え る べき で あっ た と いう アド バイ ス と 一 致し な い ア ドバイ ス を 与え て いま し た 。 
し た が っ て 、LASs と MPS が 手順 と ポリ シー を 確認 し 、 オ ペレ ー タ ー が FSG コ ー ル (LFB の 
定義 どおり ) を 識別 し 、 で きる だ け 早 く LFB に 回 すこ と が で きる よう に する こと を 推奨 し 
素 す 。 


コマ ンド と 制御 


消防 士 が 配備 され た 方 法 の 証拠 か ら 、 指 揮 官 は 、 リ ソー ス が 効率 的 に 使用 され る こと 
を 確実 に する た め に アク ショ ン を 十分 \ に 制御 で き な か っ た こと が 分 } か り ま す 。 消 防 士 や 
下士 官 が 自分 の イニ シア チ ブ に 基づい て 行動 し 、 混 乱 と 二 度 手 間 を 招い た ケー ス が 多 
く 見 られ まし た 。 多 く の 場 合 、 建 物 に 配備 され た 消防 士 へ の 指示 は 実行 され ませ ん で 
し た 。 と いう の は 、 彼 ら が 助け を 必要 と する 人 々 に 会 い 、 よ り 重 要 な 仕事 と みな し た 
こと を 実行 する た め に 指示 か ら 逸 脱し た た めで す 。 し た が っ て 、 推 奨 事項 は 次 の 通 
り で す : 


a. LFB が 、 配 備 と リソー ス の 使用 を より 適切 に 制御 する た め の ポ リ シ ー と トレ ー ニ ング 
を 開発 する 。 


b. LFB は 、 配 備 か ら 戻 っ て きた 隊員 か ら よ り 良 い 情報 が 得 ら れ 、 そ の 情報 が イン シ デ 
ント 司令 官 が すぐ に (そし て その 後 、 コ マン ド ユ ニッ ト と 制御 室 に て ) 利用 で きる よう 
に する 形式 で 記録 され る こと を 確実 に する た め の ポ リ シ ー と トレ ー ニ ング を 開発 す 
る 。 


LFB の ポリ シー で 、 特 に 大 規模 な イン シ デ ン ト に 対処 する 場合 、 消 防 活動 と 救助 活動 
を 成功 させ る た め に 、 制 御室 と イン シ デ ン ト 司 令 官 と の 間 、 お よび イン シ デ ン トコ マン 
ダー と ブリ ON I 
し 、 グ レン フェ ル タ ワ ー で は 、 制 御室 と イン シ デ ン ト 司 令 宮 、 ま た は イン シ デ ン ト 司 令 官 と 
ブリ ッ ジ ヘッ ド と の 間 の 定期 的 な 通信 は あり ませ ん で し た 。 し た が っ て 、LFB が 、 制 御 
室 と イン シ デ ン ト 司 令 官 と の 間 の 直接 通信 を 可能 に し 、 イ ン シ デ ント 司令 官 と ブリ ッ ジ 
ヘッ ド 間 の 通信 手段 を 改善 する た め の 通 信 シ ステ ム を 開発 する こと を 推奨 し ます 。 


救助 を 必要 と する 人 々 に 関す る 情報 を 制御 室 か ら ブ リッ ジヘ ッ ド に 送る た め に 使用 さ 
れ た 方 法 は まとまり が な く 、 ま た 連絡 網 は 長 す ぎました 。 特 定 の フラ ッ ト へ の 展開 の 結 
果 に 関す る 情報 を 取得 し て 、 制 御室 に 伝達 する 手段 は ほとん ど あ り ま せん で し た 。 し た 
が っ て 、LFB が 、 最 新 の 通信 技術 の 使用 を 調査 し て 、 制 御室 と ブリ ッ ジ ヘッ ド 間 の 直接 通 
信 ラ イン を 提供 し 、 制 御室 と ブリ ッ ジ ヘッ ド 間 で 情報 を 直接 送信 で きる よう に し 、 そ し て 
FSG 情 報 と 展開 結果 を 記録 する 統合 シス テム を 提供 する こと を 推奨 し ます 。 


機器 


LFB が 使用 し て いる 機器 、 特 に 無線 機器 の 一 部 は 信頼 性 が 低く 、 場 合 に よっ て は まっ た く 

機能 し ませ ん で し た 。 し た が っ て 、 推 奨 事 項 は 次 の 通り で す : 

a. LFB が 、 高 層 ビ ル で の 運用 時 を 含め 、 ヘ ル メ ッ ト と 呼吸 装置 を 装着 し た 消防 士 が ブ 
リッ ジヘ ペ ヘッド と 効果 的 に 通信 で きる よう に する た め の 機 器 を 取得 する た め の 措 置 
を 早急 に 講じ る 。 


16 


第 33 章 : 推奨 事項 


b. コマ ンド サポ ー ト シス テム が すべ て の コマ ンド ユニ ッ ト で 完全 に 機能 し て いる こと 、 
お よび 消防 士 が その 使用 法 に つい て 訓練 され て いる こと を 確認 する た め の 堅 急 の 


措置 を 講じ る 。 
12 避難 
33.22 必要 に 応じ て グレ ン フ ェ ル タワ ー か ら 人 避難 する た め の 計 画 は あり ませ ん で し た 。 し た が 
っ て 、 推 奨 事項 は 次 の 通り で す : 


a. 政府 は 、 高 層 住 宅 の 部 分 的 また は 完全 な 避難 を 実施 する た め の 国 家 ガ イド ライ ン 
を 作成 する 。 そ の ガイ ドラ イン に は 緊急 時 に 階段 を 使用 で き な い 人 、 ま た は 支援 が 
必要 な 人 (障害 者 、 高 齢 者 、 幼 児 な ど ) を 避難 させ る た め の 避 難 品 ル ー ト と 手順 を 
保護 する 手段 を 含む 。 


b. 火災 お よび 救助 サー ビス は 、 高 層 住 宅 の 部 分 的 お よび 全体 的 な 避難 お よび それ ら 
を サポ ー ト する た め の ト レー ニン グ に 関す る ポリ シー を 策定 する 。 


c. すべ て の 高層 住宅 の 所 有 者 と 管理 者 が 、 避 難 計 画 を 作成 し 、 定 期 的 に 確認 し 、 そ の 
ー を 地元 の 消防 隊 に 電子 式 お よび 紙面 の 形態 で 提供 し し 、 敷 地内 の 情報 ボッ ク 
ス に 入れ て お く こ と を 法律 で 義務 付け る 。 


d. すべ て の 高層 住宅 (既存 の 建物 と 将来 建設 され る 建物 の 両方 ) に 、 サ ウン ダー また 
は 同様 の デバ イス を 使用 し て 、 建 物 の 全体 また は 選択 し た 部 分 に 避難 信号 を 送信 
で きる 、 消 防 隊 に よっ て 使用 され る 設備 を 装備 する 。 


e. すべ て の 高層 住宅 の 所 有 者 と 管理 者 が 、 自 己 避 難 能 力 が 損なわ れる 可能 性 の あ 
る すべ て の 居住 者 (運動 障害 また は 認知 障害 の ある 人 な ど ) に 対し て 、 個 人 の 窒 急 
避難 計画 (PEEP) を 準備 する よう 法律 で 義務 付け る 。 


f すべ て の 高層 住宅 の 所 有 者 と 管理 者 が 、 運 動 障害 の ある 人 と その 関連 PEEP に 関す 
る 最新 情報 を 施設 の 情報 ボッ クス に 含め る よう 法律 で 義務 付け る 。 


g.。 すべ て の 消防 お よび 救助 サー ビス 隊 に 、 煙 で 満た され た 出品 ルー ト を 通じ て の 居 
住 者 の 避難 を 支援 する 煙 フ ー ド を 装備 する 。 


13 個人 防火 


33.23 中核 と な る 参加 者 か ら は 、 高 層 住 宅 の すべ て の フラ ッ ト ス ペー ス と すべ て の 公共 スペ ー 
ス に 消火 器 を 設置 し 、 す べ て の キッ チン に 消火 ブラ ン ケ ッ ト を 設置 する こと が 提案 され 
て いま す 。 ま た 、 す べ て の その よう な 建物 の 公共 部 分 に 水 や 砂 を 含む ホー スリ ー ル と 消 
火 バ ケツ を 保管 する こと が 提案 され て いま す 。 


33.24 一 見 し た と ころ 、 世 帯 主 が 自分 用 に 防火 毛布 と 消火 器 を 入手 する こと を 支持 し て いる 
と 言わ れる こと が 多く あり ます が 、 高 層 ビ ル に 住ん で いる 場合 、 そ の よう な 機器 が 適切 
に 使用 され れ ( ば 、 火災 が 発生 する フラ ッ ト の 居住 者 だ け で な く 、 建 物 全体 の 居住 者 を 保 
護 で きる と いう 点 を 強く 主張 する こと が で きま す 。 し か し 、 多 く の 人々 の 見 解 に よる と 、 人 
々 は 自分 で 消火 する よう 奨励 され る べき で は な く 、 で きる だ け 早 く 建 物 を 出 て 、 消 防 救 
助 隊 に 電話 する べき で ある の で す 。 どの 専門 家 も 消火 器 、 ホ ー ス リー ル 、 消 火 バ ケツ の 
提供 を 支持 し て お ら ず 、 私 の 個人 的 な 考え で は 、 こ れ ら は 明らか に 誤用 され る 可能 性 が 
あり ます 。 政 府 は 家庭 の 火災 安全 性 に 関す る 助言 を 発表 し て お り 、 フ ェ ー ズ 1 の 調査 の 
証拠 も 範囲 も 提案 され た 勧告 の 根拠 を 提供 し て いま せん 。 
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33.25 


33.26 
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33.27 


33.28 
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33,29 


スプ リン クラ ー シ ス テム 

ラ カ ナ ル ハ ウス の 火災 に よる 調査 を 実施 し た 検視 宮 は 、 ス プリ ンク ラー の 設置 に 関す 
る 証拠 を 受け 、 政 府 が 複数 の 国内 施設 を 含む 高層 ビル の 責任 を 負う 住宅 プロ バイ ダー 
に 、 そ れ ら の 取り 付け を 検討 する よう 奨励 する こと を 推奨 し まし た 。 こ の よう に 、 主 要 な 
参加 者 の 中 に 、 さ ら に 一 歩 踏 み 込 ん で 、 そ の よう な シス テム を 既存 の すべ て の 高層 住宅 
に 設置 する こと を 勧め る よう に 促し た 人 が いる こと は 驚き で は あり ませ ん 。 


スプ リン クラ ー シ ス テム は 、 火 災 安 全 対 策 の 全体 的 な スキ ー ム で 果たす べき 非常 に 貴 
重 な 役 割 を 果たす こと は 間違い あり ませ ん が 、 そ の よう な シス テム が フラ ッ ト 16 で 火災 
を 抑制 し た か 、 消 防 士 が 消火 する 前 に クラ ッ デ ィング に 火 が 広がる の を 防い だ か どう 
か に つい て は 、 フ ェ ー ズ 1 で 調査 され て いま せん 。 し た が っ て 、 ス プリ ンク ラー の 一 般 的 な 
使用 、 さ ま ざ ま な 条件 下 で の スプ リン クラ ー の 有効 性 、 ま た は 既存 の 建物 に スプ リン ク 
ラー を 設置 する こと に よっ て 生じ る コス ト と 混乱 に つい て の 証言 は まだ 聴取 し て いま せ 
ん 。 こ の よう な 状況 で は 、 現 段階 で の 既存 の 建物 へ の スプ リン クラ ー の 設置 に つい て 勧 
告 す る こと は で きま せん が 、 以 前 の 勧告 に 対す る 政府 の 対応 は 、 フ ェ ー ズ 2 で 実施 され 
る 調査 の 重要 な 部 分 を 成 し ま す 。 


内 部 看板 


グレ ン フ ェ ル タワ ー の 階段 の 踊り 場 に は 、 関 連 す る フロ ア 番 号 が 明確 に 記さ れ て お ら 
ず 、 フ ロア 番号 が 記さ れ て いた 場所 は 、 改 修 中 に 増築 され た 追加 の フロ ア を 反映 し て い 
ませ ん 。 そ の 結果 、 消 防 士 は 、 建 物 内 で 消火 活動 や 捜索 救助 活動 を 行う 際 に 、 フ ロア を 
明確 に 特定 する こと が で きま せん で し た 。 し た が っ て 、 す べ て の 高層 ビル に お いて 、 通 
常 の 状態 と 低 照 度 ま た は 煙 が ある 両方 の 状態 で て 見 える よう に 、 す べ て の ロビ ー の 階段 
と 各 踊 り 場 の 目立つ 場所 に フロ ア 番 号 を 明確 に 記す る こと を 推奨 し ます 。 


フェ ー ズ 1 で 提示 され た 証拠 は 、 グ レン フェ ル タ ワ ー の 多く の 居住 者 が 建物 全体 の 口 ビ 
ー に ある 防火 指示 を 読ん だ り 理 解 し た り で き な か っ た こと を 示し て いま す 。 こ うい っ た 
情報 は 、 救 命 に 役立つ た め 重 要 で す 。 グ レン フェ ル タ ワ ー の 場合 、 ロ ビー で は 火災 安全 
に 関す る 勧告 は 目立つ よう に 表示 され て いま し た が 、 居 住 者 の 多く が 英語 を 容易 に 読 
むこ と が で き な か っ た 、 ま た は まっ た く < 読め な か っ た に も か か わら ず 、 英 語 の み で 記載 さ 
れ て いま し た 。 こ れ ら の 考慮 事項 は 、 一 戸建て 住宅 を 含む あら ゆる 種類 の 住宅 に 適用 
され ます 。 し た が っ て 、 一 戸建て 住居 を 含む すべ て の 住宅 の 所 有 者 お よび 管理 者 ( 高 
層 ビ ル で ある か どう か に 関係 な く ) が 、 建 物 の 性 質 と 居住 者 の 知識 を 考慮 し た 上 で 、 建 
物 の 居住 者 が 合理 的 に 理解 で きる と 期待 で きる 形 で 、 火 災 安 全 に 関す る 指示 (避難 指 
示 を 含む ) を 提供 する こと を 法律 で 義務 付け る こと を 推 し ます 。 


防火 記 
フェ ー ズ 2 で は 、 火 災 時 に グレ ン フ ェ ル タワ ー の フラ ッ ト へ の 入り 口 の ドア が 関連 する 流 
的 要件 に どの 程度 準拠 し て いた か を 調査 し 、 準 拠 し て いな か っ た 場合 は その 理由 を 調 
査 し ます 。 し か し 、 フ ェ ー ズ 1 で 得 ら れ た 証拠 か ら 、 効 果 の な い 防 火 扉 に より 、 煙 や 有毒 ガ 
ス が 可能 な 範囲 を 超え て 建物 内 に 急速 に 拡散 し た こと が 明らか に な り ま し た 。 防 火 扉 
が 本 来 の 機能 を 果たせ な か っ た 重要 な 理由 の 1 つ は 、 効 果 的 な 自動 閉鎖 装置 が な く 、 そ 
の 一 部 は 破損 し て いる か 、 無 効 に な っ て いる か 、 取 り 外 され て いま し た 。 人 防火 扉 は 、 煙 や 
有毒 ガス の 拡散 を 防止 また は 抑制 し 、 建 物 の 効果 的 な 区 画 化 を 維持 する 上 で 重要 な 役 
割 を 果たし ます 。 多 く の 場 合 、 そ れ ら は 人 命 を 救う 上 で 重要 で す 。 し た が っ て 、 推 奨 事 
項 は 次 の 通り で す : 
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第 33 章 : 推奨 事項 


a. 一 戸建て 住宅 を 含む すべ て の 住宅 の 所 有 者 お よび 管理 者 (高層 ビル で ある か どう 
か に 関係 な く ) が 、 す べ て の 防火 扉 の 緊急 検査 を 実施 し 、 適 用 され る 法規 基準 に 準 
拠 し て いる こと を 確認 する 。 


b. 一 戸建て 住宅 を 含む すべ て の 住宅 の 所 有 者 お よび 管理 者 (高層 ビル で ある か どう 
か に か か わら ず ) は 、3 か 月 以内 の 間隔 で 点検 を 行い 、 す べ て の 防火 扉 に お いて 有 
効 な 自動 閉鎖 装置 が 正常 に 機能 し て いる こと を 確認 する こと を 法律 で 義務 付け 
る 。 


33.30 外壁 に 現在 安全 で な い 被 覆 が 組み 込ま れ て いる た め 、 効 果 的 な 防火 扉 は 、 ‘ 
ク が 高い 高層 ビル で 特に 重要 で す 。 既 存 の 防火 扉 を 最新 の 基準 に 合わ せ 、 必 要 に 応じ 
て 新しい 建物 に 関連 し て 現在 有効 な 要件 に 適合 する 扉 と 交換 する こと が 望ま し いと い 
う 見 解 に つい て は 、 専 門 家 の 間 で も 意見 が 異な り ま す 。 た だ し 、 区 画 を 維持 し 、 火 災 が 
発生 し た 部 分 以外 の 建物 の 一 部 を 保護 する 上 で の 防火 扉 の 重要 性 は 明白 で あり 、 私 の 
考え で は 、 防 火 扉 は 必然 的 に 発生 費用 を 正当 化し ます 。 し た が っ て 、 外 壁 に 安全 で な 
い 被覆 が 組み 込ま れ て いる 高層 住宅 の 各 フ ラッ ト の 玄関 ドア の 状態 に つい て 、 責 任 を 
持つ すべ て の 人 が 、 そ の よう な ドア が 現在 の 基準 に 準拠 し て いる こと を 確実 に する こと 
を 法律 で 義務 付け る こと を 推奨 し ます 。 


17 救急 サー ビス 間 の 協力 


33.31 フェ ー ズ 1 で 聴取 し た 証言 か ら 明 ら か に な っ た 懸念 事項 は 、 特 に イン シン デント の 初期 段 
階 に お いて 、 堅 急 サ ービス が 相互 に 調整 し 、 意 図 し た と お り に 情報 を 共有 で き な か っ た 
こと で す 。 最 も 深刻 な の は 、 各 自 が 他 者 に すぐ に 通知 せ ず に 重大 イン シ デ ン ト を 宣言 し 
た こと で す 。 こ れ ら の 失敗 は 、 カ テ ゴ リ 1 の レス ポン ダー が 重大 な イン シ デ ン ト に 対応 し 
て 協力 する た め の 取 り 決 め の 弱 点 を 表し て いま す 。 し た が っ て 、 そ れ を 明確 に する た 
め に 共同 教義 を 訂正 し 、 ま た 下記 を 推奨 し ます : 


a. 各 緊 急 サ ービス は 、 重 大 イン シン デン ト の 宣言 を 他 の すべ て の カテ ゴリ 1 ュ ィ レ スポ ンダ 
ーー に で きる だ け 早 ぐ 伝 えな けれ ば な ら な い 。 

b. 重大 イン シ デ ン ト の 宣言 に お いて 、 個 々 の 緊急 サー ビス の 制御 室 間 で で きる だ け 早 
く 明 確 な 連絡 網 を 確立 する 必要 が ある 。 

c. その よう な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 促進 する た め に 、 各 制御 室内 で 単 一 の 連絡 先 を 指 
定 す る 必要 が ある 。 

d. 「METHANE」 メ ッ セ ー ジ は 、 重 大 イン シ デ ン ト を 宣言 する 緊急 サー ビス に よっ て で 
きる だ け 早 く 伝達 され る 必要 が ある 。 
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33.32 


33.33 


33.34 
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33.35 


MPS と LAS は 互い の CAD ロ グ に は アク セス で きま す が 、 ど ちら も LFB に は アク セス で きま 
せん で し た 。LFB が MPS と LAsS の CAD ロ グ に アク セス で きれ ば 、 緊 急 サ ービス 間 の 連携 が 
改善 され る と み ら れ ます 。 し た が っ て 、3 つ の 緊急 サー ビス シス テム すべ て が 互い の 
メッ セー ジ を 読み 取れ る よう に する た め に 、LFs シ ステ ム と MPs お よび LAsS の シス テム と 
の 互換 性 を 調査 する 手順 を 実行 する こと を 推奨 し ます 。 


ON し た が 、 送 信 さ れ た 写真 

号 化 が 受信 機器 と 互換 性 が な いた め 、LFB で 見 る こと が で きま せん で し た 。 緊 急 

半 幸 | こ 対 応 す る イン シ デ ン ト 司 令 宮 と CRO は 、 こ れ ら の 写真 を 有効 活用 で きる か も し れ 

ず 、 い ずれ に せよ 、 通 常 の 事 と し て 火災 お よび 救済 サー ビス が 利用 で きる は ず で す 。 し 

た が っ て 、 緊 急 サ ービス の 1 つが 関与 する イン シ デ ン ト を 監視 する すべ て の NPAS へ リコ 

プター の 空中 デー タリ ンク シス テム が 、 国 家 緊 急 サ ービス の ユー ザー 暗号 化 に デフ ォ ル 
ト 設 定 さ れる こと を 確実 に する た め の 措 置 を 講じ る こと を 推 状 し ます 。 


多く の 人 々 に と っ て 、 建 物 か ら 逃 げた 後に 病院 に 運 【 RO A EN 
確定 する の は 困難 な こと で し た 。 災 害 の 直後 に 、 人 々 が 愛す る 人 が どこ に いる か を 
で きる だ け 早 く 確 認 し 、 彼 ら と 連絡 を 取る こと が で きる こと し た が っ 
て 、LFB、MPS、LAsS、 お よび ロン ドン の 地方 自治 体 が すべ て 、 生 存 者 に 関す る 情報 
の 収集 を 改善 し 、 彼 ら と 連絡 を 取り た い 人 が より 迅速 に その 情報 を 利用 で きる よう に す 
る 方 法 を 調査 する こと を 推 状 し ます 。 


その 他 の 事項 


中 核 と な る 参加 者 の 一 部 は 、 住 宅 建 築 物 の 外壁 と 建築 材料 の 試験 と 認証 に 適用 され 
る こと を 保証 する た め の 2005 年 度 規制 改革 (火災 安全 ) 命令 の 改正 を 含む 、 他 の さま ざ 
まな 事項 に 関し て 勧告 を 行う こと を 提案 し まし た 。 こ れ ら は すべ て 潜在 的 に 重要 な 問 
題 で す が 、 い ずれ も フェ ー ズ 1 で は 調査 され て いな いた め 、 こ の レポ ー ト の 推奨 事項 の 対 
象 に は な り ま せん 。 
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第 34 章 


フェ ー ズ 2 に 向け て 


34.1 


34.2 


34.4 


序文 


調査 の フェ ー ズ 1 を 完了 し た 後 、 フ ェ ー ズ 2 に 目 を 通し て 、 特 定 の 関心 と 重要 性 が ある 字 
域 と 、 以 前 に 想定 され て いた 度合 の 調査 を 必要 と し な い 字 域 を 特定 する と 便利 で す 。 注 
目 が 集まる ほとん どの 質問 は 、 建 物 自体 に 関連 する も の で す が 、 故 人 が 命 を 失っ た 状況 
に 関す る 調査 の 調査 結果 を 完成 させ る 上 で 、 重 要 な 作業 が 残っ て いる こと を 思い 出す 
こと か ら 始 め る の が 適切 で す 。 


故人 


調査 の 冒頭 で 、 私 は 、 検 死 官 が 2017 年 に 開始 し た 調査 を 再開 する 必要 を な くす た め 
に 、 お 亡くな り に な っ た 方 々 と 彼ら が 死に 至っ た 状況 に つい て 、 十 分 な 発見 を し た いと 
いう 希望 を 表明 し まし た 。 フ ェ ー ズ 2 の 調査 対象 と な る より 広範 な 状況 を 除い て 、 こ れ ら 
すべ て の 問題 に 関し て 、 こ の 報告 書 に て 調査 結果 を 発表 で きる こと を 望ん で いま し た 。 
し か し 、 関 連 す る 事実 の 多く を 見 つけ る こと は で きま し た が 、 故 人 が 死亡 し た 状況 に 関 
する いく つか の 要素 は 、 依 然 と し て 証拠 の より 詳細 な 検査 を 必要 と し て いま す 。 し た が っ 
て 、 フ ェ ー ズ 2 内 で は 、 検 死 官 が 必要 と する 調査 結果 を 作成 する と いう 観点 に お いて 、 故 
人 が 死亡 し た 状況 に 関す る 証拠 の 調査 が 全体 的 に 行わ れ ま す 。 


フェ ー ズ 2 の 残り の 範囲 


何 が 起こ っ た か を 詳細 に 理解 する だ け で 、 災 害 の 主 な 原因 で ある 建物 の 設計 、 建 設 、 管 
理 の 側面 を 効果 的 に 特定 で きる の で 、 火 事 の 晩 に 起こ っ た 出来 事 の 調査 か ら 始 め る こ 
と に し まし た 。 フ ェ ー ズ 1 で 実施 され た 調査 の 結果 、2017 年 6 月 14 日 に 起こ っ た 出来 事 
の 発生 に お いて 、 建 物 の いく つか の 側面 が 他 の 側面 より も 重要 な 役割 を 果たし て いる こ 
と が 明らか に な り ま し た 。 


建物 の 上 下 、 周 辺 で の 火災 の 急速 な 広がり の 主 な 原因 は 、 可 燃 性 断熱 材 の 使用 に よる 
ポリ エチ レン コア を 備え た ACM レイ ンス クリ ー ン パネ ル の 使用 で あっ た た め 、 フ ェ ー ズ 
2 の 主 な 焦点 は 、 高 層 住 宅 に 可燃 性 の 高い 被覆 シス テム を 設置 する こと に な っ た 決定 
と 、 そ れ ら が 採用 され た 幅広 い 背 景 と な り ま す 。 た だ し 、 フ ェ ー ズ 1 で 収集 され た 証拠 か 
ら 他 の 多く の 問題 が 明らか に な り ま し た が 、 ま だ 完全 に は 調査 され て いま せん (し た が 
っ て 、 こ の 段階 で 調査 結果 の 対象 と な る こと は で きま せん ) 。 ま た 、 重 大 な 懸念 が 生じ 、 
より 詳細 な 調査 が 求め られ ます 。 以 下 に 、 特 に 重要 だ と 思う も の を いく つか 挙げ ます 
が 、 こ れ は 完全 な リス ト で は な いこ と を 強調 する 必要 が あり ます 。 
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34.5 


34.6 


34.7 


特に 懸念 され る 事項 
ロン ドン 消防 隊 
この 報告 書 の 前 章 に て 、LFB の パフ ォ ー マ ンス が 独自 の ポリ シー また は 国内 ガイ ダン ス 
で 設定 さ れ た 基準 を 下回っ た いく つか の 点 に つい て 言及 し まし た 。 制 御室 の 場合 、 ラ カ 
ナル ハウ ス の 火災 に 関連 し た パフ ォ ー マ ンス の 批判 に 対応 し て 最近 導入 また は 変更 さ 
れ た ポリ シー に 準拠 する た め の シ グ ナ ル 障害 が あっ た た め 、 機 関 と し て の LFB が その 出 
来 事 の 教訓 を 学び 、 実 践 する こと に 失敗 し た と いう 正当 な 懸念 を 生じ まし た 。 ポ リ シ ー 
NI に も か か わら ず 、 火 災 の 発生 に 関す る 情報 を 交換 
する 上 で の 、 制 御室 と イン シ デ ン ト 現 場 間 の 定期 的 な 積極 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン の 必 
要 性 は 、 日 常 的 に 無視 され て いる よう に 見 受け られ ます 。 2017 年 まで に 他国 の 同様 の 
種類 の 建物 の 多く が 外装 材 で 火災 に 遭い 、 そ の 一 部 は 十分 に 公表 され て いた に も か か 
わら ず 、 高 層 ビ ル の 外装 材 火災 の リス ク を 適切 に 理解 で き な か っ た よう に も 見 て 取れ ま 
| た トール ビル ファ サー だ の プレ ゼン テー ショ ン か ら 明 ら か な よう に 、LFB の 一 部 の 高 
は リス ク を 認識 し て いま し た が 、 情 報 を イン シン デン ト 司 令 官 候補 に 伝え る と いう 試み 
a その よう な 火災 を 認識 し 対応 する た め に 必要 な 知識 また は スキ ル を 身 に 付け 
よう と する 試み も あり ませ ん で し た 。 2004 年 度 の 法律 の セク ショ ン 7 (2)(d) に よっ て 課せ 
られ た 義務 の 性 質 に 関す る LFB の 理解 と それ を 履行 する た め の ア プロ ー チ に つい て も 
質問 が 提起 され まし た 。 他 の 多く の 場合 と 同様 に 、 そ の 状況 で は 、 ポ リ シ ー と 実践 と の 
間 に 大 き な 相 違 が あっ た よう で す 。 


この レポ ー ト で 前 述 し た これ ら お よび その 他 の 欠点 は 、 組 織 と し て の LFB に つい て 、 広 範 
に 及ぶ 質問 を 提起 し ます 。 そ の トレ ー ニ ング が 経験 に 照ら し て 適切 か どう か 疑問 に 思 
う 人 も いれ ば 、 その 問 違 いか ら 学 ぶ こ と が で きる か どう か 個 問 に 思う 人 も いる か も し 
れ ま せん 。 LFB の 運営 方 法 に つい て の 検討 | ょ な く 、 こ れ ら の 明らか な 欠点 に つい て LFB 
運営 に お ける 最高 レベ ル の 責任 者 に 質問 する 機会 が な いた め 、 こ の 段階 で は この 類 
の 質問 に つい て 結論 を 出す こと は で きま せん 。 た だ し 、 こ れ ら は 首都 ロン ドン に 住み 、 
働く すべ て の 人 に と っ て 最も 重要 な 問題 で あり 、 調 査 の フェ ー ズ 2 の 重要 な 側面 と な り ま 
す 。 


材料 の テス ト と 認 ョ 


専門 家 の 証 言 、 特 に Barbara Lane 博 士 の 補足 報告 を 踏ま える と 、 材 料 と 被 首 シス テム 、 

特に 高層 ビル で の 使用 に 選択 され た も の の 可燃 性 を テス ト す る た め の 現 在 の 体制 は 、 

厳 窓 で も な けれ ば 、 そ れ ほ ど 効 果 的 に 実施 され て いる わけ で も な いと いう 考え の 根拠 
は すでに 存在 し ます 。 高 層 ビ ル で 使用 する 特定 の 材料 の 認証 の 信頼 性 に つい て も 疑問 
が 生じ て いま す 。 グ レン フェ ル タ ワ ー の よう な 建物 の 改修 と 被覆 の た め に 、 非 常に 可燃 
性 の 高い 材料 を 使用 する こと が 可能 で あっ た と いう 事実 か ら 、 大 き な 懸 念 が 必然 的 に 
生じ ます 。 そ れ が どの よう に 可能 で あっ た か は 、 現 在 、 市 場 で 広く 入手 可能 な 製品 の メー 
カー を 含む 、 建 設 業 界 の 多く の 側面 に 関連 する か も し れ な いい 問いかけ で す 。 さ ら な る 調 
査 が 行わ れる まで 、 I ビル で の 奈 品 の 使用 
を 検討 し て いる 人 が 、 製 造 業 者 か ら 提 供 さ れ た 製品 に 関す る 情報 を 精査 し 、 そ れ ら が 必 
要 な 基準 を 満た し て いる こと を 確認 する た め に 大 き な 注 意 を 払う こと は 明らか に 賢明 
で し ょ う 。 こ れ ら の 懸念 は 、 規制 自 休 の 妥 数 性 現在 利用 可能 な 公式 の 法定 お よび 非 法 
定 ガ イダ ンス の 品質 、 現 在 使用 中 の 試験 の 有効 性 、 材 料 の 可燃 性 基準 へ の 適合 を 証明 
する た め の 取 り 決 め 、 お よび 材料 の 販売 方 法 に 及び ます 。 こ れ ら は 、 フ ェ ー ズ 2 で の 調査 
の 中 心 と な る 問い で す 。 
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材料 の 設計 と 選択 。 


34.8 。 改修 の 設計 と 材料 の 選択 の 多く の 側面 を 検討 する 必要 が あり ます 。 ポ リエ チレ ンコ ア 
を 備え た ACM パ ネル の 選択 、 可 燃 性 の 断熱 材 と xpPs ウ ィ ン ド ウ の イン フィ ル パ ネ ル の 選 
択 、 多 く の 垂 直 チ ャ ネル を 組み 込ん だ 設計 、ACM フィ ン で 構成 され る 建築 クラ ウン の 組 
み 込 み の 決 定 な ど 、 こ れ ら は すべ て 火災 の 広がり を 大 きく し た 要素 で あり ます が 、 ほ ん 
の 一 例 で す 。 関 連 す る 建築 規制 の 調査 と 、 それ ら を 支援 する た め に 政府 が 発行 する 建設 
業界 へ の ガイ ダン ス は 、 調 査 に お ける この 側面 の 重要 な 部 分 を 成 し ま す 。 


防火 扉 

34.9 Lane 博士 は 補足 報告 に お いて 、 タ ワー 全体 の 防火 扉 、 ロ ビー に 通じ る 個々 の フラ ッ ト へ 
の 入り 口 の ドア と 、 ロ ビー か ら 階 段 に 通じ る ドア の 両方 に 関連 する 深刻 な 問題 に 対し 注 
意 を 喚起 し まし た 。 フ ェ ー ズ 2 で は 、 そ れ ら の ドア が 設置 時 に 適用 され た 規制 と ガイ ダン 
ス を 誤 守 し て いた か どう か 、 火 と 煙 の 拡散 に 対し 適切 な 保護 を 提供 で き て いた か どう か 
を 調査 し 、 そ う で な い 場 合 は 、 そ の 理由 を 調査 する 必要 が あり ます 。 多く の 場合 、 自 動 閉 
針 装 ま 置 が 破損 し て いる か 切断 され て いた と いう 証拠 が あり ます が 、 腎 急 時 | に 開い た ま 


ま に な っ て いる と 、 ド ア が 本 来 の 用 途 を 果たし ませ ん 。 そ の 状況 が どの よう に 発生 し 、 な 
ぜ そ れ が その まま で 放置 され て いた の か を 調査 する 必要 が あり ます 。 


窓 の 配置 


34.10 改修 の 一 環 と し て 、 窓 は 外側 に 移動 し 、 元 の コン クリ ー ト 壁 と 同じ 高 さ で は な く 、 新 し い 
クラ ッ デ ィング シス テム と 同じ 高 さ に な り ま し た 。 そ の 変更 は 、 窓 枠 の 製造 に 使用 され る 
材料 と と も に 、Lane 博 士 と José Torero 教授 が 注目 し た 特定 の 脆弱 性 を 生み 出し まし 
た 。 特 に 、 可 燃 性 断熱 材 お よび その 他 の 可燃 性 素材 に 近接 し た uPVC の 使用 に より 、 フ ラ 
0 火 が 拡散 し て し まい まし た 。 し た が っ て 、 窓 
の 配置 設計 は 、 フ ェ ー ズ 2 で の 調査 に お ける 、 も う 1 つ の 重要 な 焦点 と な り ま す 。 


エレ ベー ター 
34.11 グレ ン フ ェ ル タワ ー の エレ ベー ター は 、「 フ ァ イ ヤ ー リ フト 」 と し て 設計 され て いる よう に 
見 受 【 ナナ られ 、 二 > 電源 、 NI また は 『「 消 防 用 リフ ト 」{ に ある エレ ベー ター の 着 


陸 ド ア の FD60 性 能 な どの 保護 機能 の 一 部 が 欠け て いま し た 。? し か し 、 そ れ に は 「 消 防 
士 の スイ ッ チ 」 が 含ま れ て いた た め 、 MS を 制御 し 、 建 物 の 居住 者 に よる さら 
な る 使用 を 防ぐ こと が で きた は ず で す 。 今 回 の 火災 で は 、 消 防 土 は エレ ベー ター を 制御 
する こと が で きま せん で し た が 、 通 常 の 操作 モー ド で 使用 し て 、 乗 員 と 機器 を 2 階 の 足 掛 
か り ま で 引き 上 げ る こと が で きま し た 。3 し た が っ て 、 エ エレベーター を 制御 で き な い こと 
が その 操作 に 大 き な 影 響 を 与え た よう に は 見 えま せん が 、 前 述 し た よう に 、 場 合 に よっ 
て は 乗員 に よる エレ ベー ター の 使用 が 致命 的 な 結果 を も た ら す こと に な る 可能 性 が あ 
り ま す 。 高 層 1 フェ ー ズ 2 で 
は 、 エ エレベーター が 適切 に メン テ ナ ン ス され て いる か どう か 、 特 に 消防 士 の スイ ッ チ が 
この 機会 に 適切 に 機能 し な か っ た 理由 を 調査 する 必要 が あり ます 。 


和 防 士 用 リフ ト 」 と 「 消 防 用 リフ ト 」 の 違い を 説明 し まし 


て 


て 


2 Lane 博 士 は 、2018 年 6 月 18 日 の プレ ゼン テー ショ ン 、 p116 に て 
た 。 [BLAS0000033] p.7、 図 10 も 参照 し て くだ さい 。L1 お よび L2。 
3 Lane 博 士 の 補足 報告 [BLAS0000019] p. 25 19.5.71。 
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34.12 


34.13 


34.14 


34.15 


煙 抽 出 シ ステ ム 

煙 抽 出 シ ステ ム は 設計 どおり に 動作 せ ず 、 建 物 の 異な る フロ ア 間 で の 煙 の 拡散 の 一 因 
で すら ある と いう 提言 が な され て いま す 。 こ の 種 の シス テム は 、 す べ て で は な い に し て 
も 、 ほとん どの 高層 ビル で の 火災 安全 対策 の 不可 欠 な 部 分 } で す 。 タ ワー の シス テム は 1 
つの フロ ア で の み 動 作 す る よう に 設計 され て お り 、 複 数 の フロ ア で の 煙 の 抽出 を 同時 に 
処理 する こと を 目的 と し て いま せん で し た が 、 今 回 の ケー ス で は 、 そ の 設計 に 従っ て 動作 
する こと が で きた か どう か 、 そ うし た か どう か を 理解 する こと が 重要 で す 。 し た が っ て 、 こ 
れ ら の 質問 は フェ ー ズ 2 の 調査 の 一 部 に な り ま す 。 


地域 社会 の 警告 と 災害 に 対す る 当局 の 対応 


地域 社会 の メン バー は 、 最 初 か ら 、 改 修 と より 一 般 的 に 発生 する 火災 の 危険 性 に つい 
て 、 頻 繁 に TMO に 警告 し た と 話し て いま す 。 彼ら の 声 は 無視 され 、 も し 注意 が 払わ れ て 
いれ ば 、 災 害 は 性 け られ た は ず だ と いう 強い 気持 ち が 彼 ら の 間 に は あり ます 。 ま た 、 多 
く の 地 域 で 、! 災害 へ の 対応 に お いて 、 当 局 は 、 火 災 直 後 の 数 日 間 に 適 切な 支援 を 提供 し 
な か っ た こと ! i させ た と いう 強い 見 解 が あり ます 。 こ れ ら は どちら 
も フェ ー ズ 2 で の 詳細 調査 に お ける 重要 な 問題 で す 。 と いう の は 、 特 に 、 タ ワー の 住民 と 
より 広範 な 地域 社会 に 対す る 当局 側 の 一 般 的 な 懸 訪 の 欠如 と 呼ば れる も の を 反映 し 
て いる か ら で す 。 


調査 が 不要 に な っ た 事項 


階段 


階段 は 、 消 防 士 が タワ ー の 上 層 階 に アク セス する 唯一 の 手段 で あり 、 居 住 者 が 逃げ る 唯 
ーー の 手段 で も ある た め 、 階 段 の 幅 に つい て の 疑問 が 提起 され まし た 。 し か し 、 階 a は 建 
設 時 に 施行 され て いる 法律 の 要件 を 順守 し て いる よう で あり 、 専 門 家 に よる 証言 は 、 階 
段 に 、 建 物 の すべ て の 居住 者 が 妥当 な 時 間 内 に 逃げ る こと が で きる 十分 な A 
と いう 結論 を 則 付 け て いま す 。 し た が っ て 、 建 物 の この 側面 は 、 フ ェ ー ズ 2 の さら な る 調査 
の 対象 に は な り ま せん 。 
ガス 
タワ ー へ の ガス の 供給 が 火災 の 発生 と 展開 に 重要 な 関わ り を 持っ て いた と 考え られ た 
時 期 も あり まし た が 、 フ ェ ー ズ 1 で 実施 され た 調査 の 結果 、 そ う で は な いこ と が 明らか に 
な り ま し た 。 ガ ス の 供給 に より 、 個 々 の フラ ッ ト 内 の 火災 は 、 同 日 の 23 時 40 分 に 停止 する 
まで 続き まし た が 、 タ ワー を 破 壌 し た 火災 へ の 関与 は は 最小 限 で あっ た よう に 見 受け られ 
ます 。 し か し 、 新 し い ガ スラ イザ ー の 設置 に 伴う いく つか の 作業 は 不 完全 で あり 、 煙 の 拡 
散 こ 寄 与 し た 可能 性 が あり ます 。 そ の よう な 状況 で は 、 フェ ー ズ 2 で 、 ガ ス サ ー ビ ス の 設 


置 が 関連 する 規制 制度 に 準拠 し て いる か どう か を 検討 する 必要 が あり ます が 、 そ れ ら の 
調査 の 焦点 は 比較 的 絞ら れ て いる 場合 が あり ます 。 
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第 34 章 : フェ ー ズ 2 に 向け て 


昌 


34.16 2013 年 に 発生 し た と 言わ れ て いる 出来 事 を 踏ま えて 、 火 災 は 建物 へ の 電力 供給 の 急増 
に よっ て 引き 起こ され た と いう 疑念 が 広まり し た 。 そ の 出来 事 に お いて は 疑惑 を 裏付け 
る 証拠 は 現れ て お ら ず 、 最 初 の 火災 発生 の 真 の 原因 が 、 第 21 章 に て 正しく 特定 され て い 
る と 確信 し て いま す 。 結 果 と し て 、 問 題 の その 側面 に つい て さら に 調査 する 必要 は な い 
と 考え て お り ま す 。 


25 


グレ ン フ ェ ル タワ ー に 関す る 調査 : フェ ー ズ 1 報告 書 の 概要 
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